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目
　
次
は
じ
め
に
序
章
　
日
本
経
済
発
足
の
国
際
状
況
と
歪
み
一
　
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
へ
の
胎
動
二
　
台
湾
領
有
、
ア
ヘ
ン
そ
し
て
海
外
進
出
三
　
国
際
条
約
に
よ
る
ア
ヘ
ン
取
引
の
禁
止
と
実
態
は
じ
め
に
本
稿
は
ア
ジ
ア
社
会
の
資
本
主
義
社
会
を
、
歴
史
的
包
括
的
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
理
論
と
対
比
し
て
特
殊
性
を
抉
り
出
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
場
合
第
二
次
世
界
大
戦
の
以
前
と
以
後
は
区
分
し
て
扱
う
の
が
便
利
の
た
め
、
以
前
を
第
一
段
階
、
以
後
を
第
二
段
階
と
す
る
。
第
一
段
階
は
日
本
の
み
と
看
做
し
、
第
二
段
階
は
脱
植
民
地
近
代
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
扱
う
。
た
だ
両
段
階
で
は
、
近
代
化
の
国
際
的
環
境
な
い
し
条
件
は
大
き
く
異
な
っ
た
の
で
、
第
一
段
階
と
第
二
段
階
を
同
じ
分
析
モ
デ
ル
で
継
続
し
た
扱
い
は
し
な
い
。
そ
の
理
由
と
モ
デ
ル
と
は
、
そ
の
時
点
で
の
べ
る
。
次
の
「
序
」
は
、
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
と
比
べ
た
意
味
を
こ
め
た
入
門
的
紹
介
で
あ
る
。
序
　
章
　
日
本
経
済
発
足
の
国
際
的
状
況
と
歪
み
ア
ジ
ア
社
会
に
古
く
か
ら
共
通
し
た
こ
と
は
、「
鎖
国
」
と
い
っ
た
政
策
を
と
っ
た
国
は
、
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
イ
ン
ド
、
中
国
で
は
、
海
外
諸
国
と
の
交
易
、
通
商
が
不
公
正
や
歪
み
は
含
み
な
が
ら
も
比
較
的
自
由
に
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
東
イ
ン
ド
会
社
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
一
時
的
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
さ
え
設
置
し
た
が
、
そ
の
場
合
、
特
約
協
定
が
締
結
さ
れ
、
一
七
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
森
　
　
芳
　
三
（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）
彼
ら
相
互
間
に
は
激
し
い
市
場
、
支
配
の
拡
大
競
争
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
経
済
は
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
型
）
に
做
っ
た
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
。
結
局
、
重
商
主
義
的
蓄
積
は
欠
落
し
、
近
代
的
人
間
像
と
社
会
行
為
は
全
く
無
知
の
ま
ま
（
旧
式
の
思
考
・
行
動
・
モ
ラ
ル
の
ま
ま
）
で
、
い
き
な
り
国
際
市
場
に
参
入
し
て
ゆ
く
。
個
々
の
国
は
、
資
本
、
市
場
、
技
術
、
労
働
者
、
交
通
な
ど
の
近
代
的
施
設
と
訓
練
を
欠
落
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
近
代
の
合
理
性
的
生
活
と
思
考
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
代
社
会
に
は
高
度
な
経
済
的
経
営
と
技
術
、
法
治
主
義
、
契
約
思
想
、
個
人
主
体
と
そ
の
エ
ー
ト
ス
な
ど
全
般
的
近
代
的
推
転
と
有
機
的
組
織
体
の
形
成
を
必
要
と
し
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
化
的
社
会
的
均
衡
を
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
必
要
を
自
覚
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
昔
な
が
ら
の
思
え
方
（
呪
術
）
と
道
徳
（
人
権
の
無
視
）
を
常
態
と
し
て
、
高
度
な
経
済
を
扶
植
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
歪
み
を
生
み
、
国
と
国
の
相
互
関
係
を
妨
げ
合
う
か
は
彼
ら
の
思
考
の
範
囲
を
こ
え
て
お
り
、
場
当
た
り
の
必
要
に
身
を
ま
か
せ
た
こ
と
は
、
の
ち
扱
う
。
さ
て
次
の
諸
表
は
ア
ジ
ア
地
区
の
み
を
掲
げ
た
の
は
、
こ
の
種
の
統
計
は
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
為
で
、
こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、「
鎖
国
」
日
本
は
最
も
お
く
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
、
植
民
地
、
非
植
民
地
の
区
別
を
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
量
、
金
額
な
ど
の
比
較
は
十
分
な
正
確
さ
で
は
な
い
。
た
だ
興
味
あ
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
輸
出
超
過
で
あ
る
が
、
他
は
一
般
に
輸
入
超
過
で
あ
っ
た
。
日
本
は
主
軸
産
業
は
紡
績
業
で
あ
っ
た
が
、
戦
前
期
イ
ン
ド
を
追
い
越
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
日
本
に
つ
い
て
、
紡
績
業
は
い
わ
ゆ
る
輸
入
代
替
効
果
と
し
て
発
達
し
た
と
さ
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
綿
製
品
の
輸
入
減
少
は
イ
ギ
リ
ス
が
高
級
品
で
あ
っ
た
た
め
で
代
替
効
果
と
結
論
で
き
る
か
に
は
問
題
は
残
る
。
む
し
ろ
日
本
綿
業
（
そ
れ
ゆ
え
日
本
経
済
）
の
ア
キ
レ
ス
●
●
●
●
腱●
は
国
内
、
海
外
と
も
に
市
場
の
欠
如
な
一
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
第１表　アジア社会の対外貿易（５ヶ国に限る。とくに表示ない場合は、単位100万）
資料 マクミラン「世界歴史統計」Ⅱ　p.836-8（原文1998）訳，2002年
北村訳、東洋書林、アフリカ、アジア、オセアニアの約200カ国，地域から選出したもの
日 本
（1,000円）年　次 （両） （ルピー） （ギレダー） （バーツ）
輸入
－
－
946
33,742
36,627
82
292
242
1840
50
60
70
80
1900
04
－
－
3,954
14,543
28,395
57
213
280
－
64
79
127
211
344
－
55
78
87
159
239
84
116
235
321
582
852
873
1,115
134
182
330
632
793
1,128
1,131
1,638
25
22
42
39
173
160
183
194
66
52
93
96
175
176
258
289
－
－
－
7.9
18
23
24
－
－
－
－
11
8.5
13
15
－
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
中　　　国 イ　ン　ド インドネシア タ　　　イ
90
（100万円）
一
九
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
第
２
表
　
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
額
（
名
目
価
格
100万
単
位
）
資
料
マ
ク
ミ
ラ
ン
「
世
界
歴
史
統
計
」
Ⅲ
　
ア
ジ
ア
，
ア
フ
リ
カ
編
（
B
.R
.ミ
ッ
チ
ェ
ル
編
　
全
３
巻
）
備
考
　
マ
ラ
ヤ
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
な
ど
も
貿
易
額
は
大
き
い
が
一
部
選
出
し
た
。
イ
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
ド
イ
ン
ド
ネ
シ
ナ
日
　
　
　
　
　
　
本
綿
年
　
　
　
次
綿
製
品
ジ
ュ
ー
ト
ジ
ュ
ー
ト
製
品
ア
ヘ
ン
米
茶
195
132
165
101
361
556
546
14319569
126
21652
263976
109
155
177
154
3
.4112579
169
579
371
108
1369395
12825
8
.6
4291
129
132
232
182
165
11315597
124
126
202
コ
ー
ヒ
ー37603735125136
砂
　
糖32495174
134
1
,050
254
ス
　
ズ7
.1344458
タ
バ
コ3
.016323238
17058
綿
糸
・
製
品
－－0
.22666
488
287
絹（
生
糸
）
8
.0
8
.61445
130
382
417
絹
織
物－－1
.21933
15866
容
　
器－－－0
.2
0
.416
5
.5
18708090
1900
1910
1920
1930
第
３
表
　
ア
ジ
ア
の
綿
紡
錘
数
（
1,000単
位
）
と
綿
糸
生
産
（
1,000ト
ン
）
資
料
マ
ク
ミ
ラ
ン
「
世
界
歴
史
統
計
」
Ⅲ
に
よ
る
。
紡
　
　
錘
　
　
数
綿
糸
生
産
額
イ
ン
ド
年
　
　
　
次
日
　
本
中
　
国
イ
ン
ド
日
　
本
中
　
国
2
,667
4
,933
6
,196
6
,871
8
,907
1889
1901
2
,095
4
,646
7
,072
1
,295
2
,248
3
,829
1903
160
262
40
124－
1891
1890
1900
1910
1922
1930
備
考
※※
※
※
※
※
※
※
い
し
開
発
で
き
な
い
点
に
あ
っ
た
。
次
項
以
下
こ
の
問
題
を
扱
う
。
そ
れ
に
先
立
ち
経
済
統
書
を
紹
介
し
て
お
く
。（
戦
後
の
最
近
の
部
分
扱
い
は
省
く
）
『
日
本
経
済
統
計
表
』（
日
本
経
済
新
社
、
一
九
五
八
）
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
年
）
ま
で
を
扱
い
、
大
川
一
司
、
篠
原
三
代
平
、
梅
村
三
次
共
編
『
長
期
経
統
計
』（
全
十
四
巻
。
長
経
④
と
略
）
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
九
年
は
一
九
七
〇
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
が
、
以
上
が
戦
後
の
業
績
で
あ
る
。
と
く
に
後
者
は
抜
群
の
す
ぐ
れ
た
業
績
で
、
他
に
あ
る
の
は
戦
前
の
出
版
物
の
再
版
で
あ
る
。
な
お
わ
が
国
の
統
計
書
の
特
色
は
、
国
際
比
較
を
含
ん
だ
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
Ⅰ
　
日
本
経
済
近
代
化
の
ア
キ
レ
ス
腱
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
理
論
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
基
本
型
）
に
お
い
て
は
（
１
）
資
本
借
入
に
よ
る
交
通
（
鉄
道
）・
通
信
　
（
２
）
農
業
の
進
歩
的
発
展
（
ヨ
ー
マ
ン
か
ら
地
主
・
ヨ
ー
マ
ン
化
）
（
３
）
Ｕ
Ｓ
近
代
工
業
お
よ
び
南
部
の
原
料
生
産
の
三
分
割
体
制
が
モ
デ
ル
で
二
極
分
割
体
制
●
●
●
●
●
●
で
は
上
昇
し
な
い
と
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
く
の
が
（
４
）
市
場
と
資
金
（
借
入
）
の
供
給
で
あ
っ
た
。
（（
４
）
が
（
１
）
〜
（
３
）
を
後
退
な
い
し
傷
つ
け
る
な
ら
上
昇
で
は
な
く
、
逆
進
す
る
。）
と
こ
ろ
が
開
国
か
ら
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
年
）
年
頃
ま
で
、
外
国
人
に
租
界
地
外
旅
行
禁
止
、
土
地
所
有
・
鉱
山
・
鉄
道
等
の
営
業
禁
止
と
、
借
款
を
行
わ
ず
、
関
税
自
主
権
も
な
か
っ
た
た
め
、
モ
デ
ル
と
比
べ
て
も
著
し
く
発
達
障
害
的
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
貿
易
差
額
の
赤
字
と
交
通
（
鉄
道
）
建
設
の
経
費
（
国
鉄
延
キ
ロ
数
は
、
明
治
五
年
か
ら
二
〇
年
間
に
三
〇
倍
に
増
加
）
を
土
地
か
ら
の
収
入
税
（
地
租
を
は
じ
め
）
の
超
過
大
な
徴
収
に
よ
っ
た
た
め
（
後
述
）、
農
業
生
産
力
の
減
退
、
小
作
地
増
加
に
よ
る
国
内
市
場
の
狭
溢
化
と
米
価
高
騰
に
よ
る
商
工
業
利
潤
率
の
低
落
を
招
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
重
商
主
義
の
欠
落
か
ら
く
る
市
場
の
欠
如
と
重
複
し
て
著
し
い
困
難
に
陥
し
入
れ
た
。
第
４
表
は
は
げ
し
い
原
料
輸
入
に
よ
る
入
超
、
国
内
で
調
達
で
き
る
資
金
（
貯
蓄
）
を
は
る
か
に
上
回
る
固
定
投
資
を
示
す
が
、
そ
れ
を
無
理
矢
理
調
達
を
す
れ
ば
、
ヨ
ー
マ
ン
は
没
落
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
作
地
の
増
加
は
当
然
工
業
製
品
（
生
活
用
品
）
と
米
価
の
鋏
状
格
差
を
拡
げ
、
地
租
増
徴
、
水
利
組
合
費
の
重
二
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
第４表　設備投資額前年比増加と
貿易差額（＋ －）（単位1,000円）
資料 長期経済統計④323，国勢概観より作成
設備投資額
前年比増加
貿易差額（＋ －）
＋113
－804
－719
＋8,116
＋6,020
＋22,107
＋32,584
＋40,717
－6,472
－4,072
＋7,823
＋250
＋1,003
－160,568
－17,165
－55,976
－143,789
＋295,940
－612,891
1873
76
85
90
95
1900
10
15
1873
78
83
88
93
98
1903
08
1913
18
23
年　次 年　次
積
、
所
得
税
、
銀
価
格
低
落
に
よ
っ
て
一
層
拡
大
す
る
と
、
自
作
地
の
急
速
な
激
減
を
来
す
。
こ
れ
は
賃
金
の
上
昇
率
を
急
角
度
に
推
し
上
げ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
第
５
表
を
み
る
と
、
小
売
白
米
と
庭
先
米
の
上
昇
率
の
格
差
を
示
す
が
、
こ
れ
は
自
小
作
者
●
●
●
●
の
場
合
、
自
作
地
か
ら
の
手
取
り
（
報
酬
率
）
と
小
作
料
収
入
（
小
作
料
収
益
率
）
を
比
較
し
、
報
酬
が
低
け
れ
ば
、
自
作
地
を
小
作
地
に
転
用
す
る
こ
と
を
示
す
。
さ
て
そ
の
場
合
、
綿
工
業
に
大
き
な
影
響
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
第
６
・
７
表
を
み
る
と
、
一
般
物
価
よ
り
賃
金
水
準
が
よ
り
高
く
上
昇
し
（
逆
に
な
る
の
は
、
明
治
七
、
八
年
と
一
九
一
八
・
九
年
の
二
回
）、
と
く
に
少
年
工
や
不
安
定
「
雇
わ
れ
」
の
賃
金
の
上
下
振
動
が
大
き
い
と
想
像
さ
れ
る
。
第
７
表
の
上
昇
率
は
著
し
い
差
が
あ
る
。（
の
ち
に
、
イ
ン
ド
・
中
国
と
わ
が
国
の
比
較
を
み
る
が
、
差
は
大
き
い
。）
Ⅱ
　
わ
が
国
綿
業
の
苦
境
（
１
）
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
適
合
能
力
の
可
否
綿
業
に
入
る
前
に
、
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
に
適
合
能
力
（adaptability
）
の
差
の
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
お
く
。
適
合
能
力
に
補
充
的
な
作
用
を
付
与
し
て
自
立
的
自
律
機
能
を
加
え
る
か
、
適
合
能
力
を
略
奪
、
削
減
し
て
自
律
化
構
造
化
を
さ
ま
た
げ
る
か
は
、
国
の
政
策
と
し
て
も
、
植
民
地
政
策
と
し
て
も
、
あ
り
う
る
こ
と
で
重
要
な
着
眼
点
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
そ
れ
は
国
民
相
互
間
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
平
和
的
友
好
、
協
力
と
交
流
に
つ
い
て
の
長
い
遺
産
と
し
て
、
（
勿
論
、
プ
ラ
ス
的
、
マ
イ
ナ
ス
的
の
差
は
あ
ろ
う
）
歴
史
的
遺
産
と
な
り
続
け
る
。
一
国
の
総
合
的
体
系
に
も
作
用
す
る
と
云
う
。
（
心
理
学
で
云
う
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
、
ま
た
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）
上
の
三
表
は
英
印
間
の
貿
易
を
示
す
が
、
適
合
能
力
の
補
充
、
上
昇
が
、
経
済
の
み
で
な
く
文
化
、
友
好
・
協
力
に
及
ぶ
の
を
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
戦
後
、
自
主
自
立
に
民
主
国
家
と
な
っ
た
国
は
四
つ
あ
る
が
、
う
ち
三
つ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
が
含
ま
れ
て
い
た
。
他
の
一
つ
は
ス
イ
ス
で
あ
っ
た
。
（
２
）
日
本
綿
業
の
初
期
の
苦
境
さ
て
日
本
綿
業
の
初
期
の
困
難
な
状
況
は
、
次
の
標
語
で
端
的
に
示
さ
れ
る
。
「
多
す
ぎ
る
輸
入
と
少
な
す
ぎ
る
輸
出
」（
日
本
）（N
ot
o
nly
too
m
u
ch
entry,but
二
一
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
第５表　白米小売価格と庭先価格（比較）
資料 長期経済統計④と⑪より作成
小売白米
（1升）銭
年　次
庭　　先
価格（※）
左の格差 左の格差
8.87
11.33
10.02
12.74
11.58
15.69
17.17
16.49
16.35
55.88
100
127
112
143
130
176
192
185
184
629
141.0
177.2
110.1
150.8
153.7
214.0
228.7
237.5
232.4
695.7
100
125
78
106
109
151
162
168
493
1879
80
85
90
95
1900
05
10
15
20
注　1874－76＝100
二
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
第
６
表
　
賃
金
、
物
価
、
米
価
資
料
国
勢
概
観
（
東
洋
経
済
）
一
石（
円
）
米（
比
較
）
物
　
価
賃
　
金
万
国
明
治
5
,789
6
,385
6
,809
5
,023
7
,380
19
,323
19
,433
20
,701
27
,482
38
,486
45
,445
100
109
11786
134
333
335
357
473
665
785
100
117
126
113
126
180
198
241
254
492
507
457
100
118
139
134
130
203
214
279
304
466
943
917
1873
1893
1898
1913
1923
1825
611162126313641271215
注
　
※
１
，
※
２
は
、
年
次
の
ず
れ
（
１
年
）
を
示
す
。
ＭＴ
※
１
※
２
第
７
表
　
職
工
１
人
１
日
の
賃
金
（
銭
）
資
料
国
勢
概
観
（
東
洋
経
済
新
報
社
，
大
正
11年
）
に
よ
っ
て
作
成 14才
以
上
14才
未
満（
男
）
年
　
　
次
39404143505053545792
2
.3倍
14151517181819192346
3
.3倍
1900
1906
1912
1918
3335373941431357
ＭＴ
備
考
　
1900／
1918
Ｍ
－
明
治
，
Ｔ
－
大
正
第
８
表
　
イ
ギ
リ
ス
の
織
物
輸
出
の
分
布
［
ヤ
ー
ド
］（
100万
）
資
料
Tom
linson, op. cit.・
10表
に
同
じ
ブ
ラ
ジ
ル
年
　
　
次
イ
ン
ド
中
　
国
日
　
本
Ｕ
Ｓ
Ａ
フ
ラ
ン
ス
ド
イ
ツ
233
212
10496
1
,796
2
,190
2
,018
3
,216
523
570
456
716
6363
11950
77586744
56302512
41396776
188090
1900
1913
第
９
表
　
イ
ギ
リ
ス
の
全
輸
出
と
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
（
100万
　
ポ
ン
ド
）
資
料
B
.R
.Tom
linson, India and
the British Em
pire, 1880
-1935
, Indian
Econom
ic and Social H
istory Review
,
 12
-
4（
1995）
全
輸
出
年
　
次
イ
ン
ド
へ
輸
出
799
1
,334
773
571
426
471
71
18186533836
19192025303538
第
10表
　
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
イ
ン
ド
輸
入
（
100万
　
ル
ピ
ー
）
イ
ギ
リ
ス
か
ら
イ
ン
ド
の
輸
入
う
ち
綿
品
1
,050
2
,046
1
,153
613
522
416
500
811
490
146
10845
1919
-20
20
-2
25
-6
30
-31
35
-36
39
-40
資
料
10表
に
同
じ
too
little
exit
）
で
あ
る
。
先
進
綿
業
国
は
、
逆
に
「
多
す
ぎ
る
輸
出
と
少
な
す
ぎ
る
輸
入
」
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
。
日
本
綿
業
の
苦
境
は
、
第
11
表
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
綿
糸
布
の
販
売
市
場
は
大
部
分
先
進
国
間
に
分
割
さ
れ
、
空
地
は
な
か
っ
た
。
綿
花
と
紡
績
機
械
は
大
巾
に
輸
入
、
設
立
さ
れ
な
が
ら
、
製
品
輸
出
は
殆
ん
ど
で
き
ず
、「
差
引
逆
調
」
は
在
庫
過
剰
を
累
積
し
た
。
と
く
に
南
北
戦
争
以
後
、
綿
花
産
地
国
に
綿
業
が
勃
興
し
、
綿
花
の
世
界
市
場
は
一
変
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
の
綿
業
の
急
成
長
が
あ
っ
て
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
か
ら
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
ま
で
の
「
大
不
況
」
を
激
化
し
、
賃
金
と
綿
花
の
高
騰
、
利
潤
率
の
長
期
停
滞
を
招
い
た
。
過
剰
在
庫
の
価
値
喪
失
に
よ
る
「
第
一
回
恐
慌
」
と
称
さ
れ
る
事
情
は
こ
う
し
て
生
じ
た
。（
拙
著
「
明
治
期
初
期
独
占
論
」
一
九
六
九
に
日
本
の
事
情
、
拙
著
「
イ
ギ
リ
ス
綿
花
飢
饉
と
原
綿
政
策
」
に
国
際
綿
花
事
情
が
あ
る
。）
綿
花
の
大
巾
な
輸
入
と
綿
糸
布
の
輸
出
狭
小
と
の
大
き
な
差
は
、
生
糸
と
絹
織
物
の
輸
出
で
カ
バ
ー
す
る
体
制
を
第
一
次
大
戦
後
ま
で
と
っ
て
い
た
。
（
３
）
綿
業
三
角
体
制
こ
れ
に
対
応
す
る
の
に
二
つ
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
過
剰
生
産
設
備
と
過
剰
滞
荷
の
打
開
に
絞
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
図
１
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
質
賃
金
率
が
粗
利
潤
率
よ
り
高
ま
っ
て
、
粗
利
潤
率
が
下
れ
ば
不
況
に
陥
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
市
場
米
価
が
上
れ
ば
ヨ
リ
一
層
賃
金
が
高
騰
す
る
こ
と
で
、
不
況
は
慢
性
化
し
て
く
る
。
引
用
の
著
者
が
「
し
か
し
循
環
性
変
動
を
超
え
て
長
期
的
に
み
る
と
、
粗
利
潤
率
と
資
本
の
限
界
生
産
力
と
は
、
ほ
ぼ
同
一
水
準
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
」
と
し
た
。（
前
掲
書
、
長
経
⑪
巻
、
藤
野
正
三
郎
、
藤
野
志
朗
、
小
野
旭
共
著
三
三
頁
）
こ
れ
は
長
期
の
下
降
（The
long
dow
nturn
）
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
右
著
（
三
八
頁
）
も
、
『
日
本
経
済
統
計
集
』（
一
七
〇
頁
）
も
、
一
九
〇
〇
年
以
降
の
明
治
末
ま
で
、
競
争
が
激
し
く
、
初
期
設
立
の
企
業
の
大
部
分
が
倒
産
し
た
と
伝
え
て
二
三
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
第11表　綿花・綿製品の輸入・綿品の輸出と差引入超（1,000円）
資料 明治大正期日本経済統計総括（下）121頁以下。
切捨につき計一致しない。とくに輸入合計の不一致は、原数字のままとした。
綿花・輸入年　次
綿糸・布
の 輸 入
輸入合計
綿糸・布
の 輸 出
差引入超
貿易総額に占める割合
輸入（％） 輸出（％）
86
171
5,377
24,866
59,580
110,623
159,222
201,248
10,227
13,231
14,103
14,306
25,563
20,995
14,940
11,027
10,313
13,402
19,434
39,172
85,144
131,618
174,162
212,274
－
－
－
11
208
267
347
374
10,311
13,369
19,318
35,650
57,814
81,913
94,313
115,204
39.4
36.6
23.8
30.3
28.6
26.0
37.00
34.0
0.01
0.14
0.31
2.59
11.42
16.00
17.00
18.0
1872
80
90
95
1900
1905
1910
1912
い
る
。
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
へ
の
販
売
市
場
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業
に
あ
っ
た
。
飯
島
幡
司
氏
『
日
本
紡
績
史
』（
一
九
四
九
年
）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
る
。「
形
の
上
に
現
れ
た
紡
連
〔
紡
績
連
合
会
〕
結
束
の
枠
を
数
え
る
と
、
お
よ
そ
三
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
印
度
綿
花
回
漕
運
賃
の
払
戻
で
あ
る
。
…
…
そ
の
二
は
、
紡
連
と
日
本
綿
花
間
組
合
と
の
間
に
お
け
る
綿
糸
の
配
給
に
関
す
る
申
合
わ
せ
で
あ
る
。
…
…
そ
の
三
は
、
紡
連
と
日
本
綿
花
同
業
会
と
の
間
に
お
け
る
協
定
で
あ
る
。（
四
七
一
ー
二
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
日
本
郵
船
会
社
と
国
家
援
助
な
ど
も
あ
げ
う
る
が
、
右
を
紡
績
三
角
体
制
●
●
●
●
●
●
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
も
っ
と
も
東
洋
紡
績
の
よ
う
な
九
大
紡
績
ト
ラ
ス
ト
は
、
の
ち
の
ち
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
。（
米
川
伸
一
、
紡
績
業
の
比
較
経
営
史
、
一
九
九
四
年
を
み
よ
）
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
国
内
市
場
の
狭
溢
と
海
外
市
場
の
狭
小
が
、
海
外
特
別
市
場
の
切
実
さ
を
も
っ
て
海
外
進
出
へ
の
唯
一
の
理
由
と
す
る
の
に
同
意
は
し
な
い
。
だ
が
中
国
の
諸
先
進
国
に
よ
る
分
割
の
折
で
も
あ
っ
て
、
福
沢
諭
吉
の
「
時
事
新
報
」
は
殆
ん
ど
連
日
列
強
の
分
割
に
お
く
れ
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
趣
旨
を
掲
載
し
て
い
る
。
Ｔ
・
ブ
ル
ッ
ク
、
Ｔ
・
ワ
カ
バ
ヤ
シ
編
著
『
オ
ピ
ウ
ム
・
レ
ジ
ー
ム
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
は
表
紙
に
中
国
分
割
の
絵
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（
七
三
頁
参
照
）
そ
の
折
、
一
八
九
五
年
台
湾
領
有
を
果
し
た
日
本
は
、
下
関
講
和
条
約
に
台
湾
、
澎
湖
列
島
の
割
譲
と
賠
償
金
支
払
い
を
定
め
、
翌
年
日
清
通
商
条
約
を
定
め
た
。
当
時
中
国
は
国
で
は
な
く
藩
（H
a
n
n
）
で
あ
っ
た
。
（
Ｔ
・
ブ
ル
ッ
ク,op,cit,P74
.n
.28
）
そ
の
う
え
、
台
湾
を
足
場
に
、
ア
ヘ
ン
に
関
す
る
禁
止
協
定
を
無
視
（
の
ち
ハ
ー
グ
条
約
、
一
九
一
二
年
と
な
る
）
し
密
貿
易
を
も
っ
て
植
民
地
主
義
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ア
ヘ
ン
と
帝
国
主
義
を
結
び
つ
け
た
。
ジ
ェ
ン
ニ
ン
グ
ス
、
Ｊ
・
Ｍ
・
（
一
九
九
七
）
は
そ
の
序
文
を
次
の
文
章
で
締
め
て
い
る
。「
こ
の
研
究
は
、
明
白
●
●
に
「
ア
ジ
ア
国
際
軍
事
法
廷
」（The
International
M
ilitary
Tribunalfor
the
FarEast:IM
TFE
）
の
現
存
を
無
視
つ
づ
け
、〔
日
本
が
〕
大
ぴ
ら
に
〔
悪
業
の
ア
ヘ
ン
〕
事
業
を
や
っ
て
い
た
事
実
を
暴
露
す
る
の
を
目
的
と
す
る
。
…
一
八
九
五
年
台
湾
併
合
が
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
り
ま
で
の
五
〇
年
間
、
台
二
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
図１　実質賃金率と労働の限界生産力および粗利潤率と
資本の限界生産力
「長期経済統計」⑪－32頁より。
湾
、
朝
鮮
の
植
民
地
領
有
を
土
台
に
日
本
が
ア
ヘ
ン
と
麻
酔
薬
（
モ
ル
ヒ
ネ
）
密
売
に
乗
り
出
し
た
こ
と
と
中
国
の
経
済
的
、
領
土
的
分
割
略
奪
と
が
、「
非
公
式
帝
国
」
に
登
り
つ
め
さ
せ
た
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
…
〔
こ
の
帝
国
主
義
は
〕
ア
ジ
ア
人
民
を
麻
薬
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
陰
謀
●
●
に
よ
っ
て
説
明
は
で
き
な
く
、
日
本
帝
国
主
義
の
一
般
的
構
造
的
欠
陥
（The
general
tw
ists
and
turns
of
Japanese
Im
perialism
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
分
析
、
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。」
そ
の
と
き
日
本
帝
国
主
義
が
自
ら
の
少
な
か
ら
ず
大
き
な
武
器
に
麻
薬
を
使
っ
た
こ
と
が
浮
き
上
っ
て
く
る
と
い
う
よ
り
も
、
ア
ヘ
ン
は
日
本
帝
国
主
義
そ
の
も
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
（a
m
etaphor
）
と
云
い
切
っ
て
い
る
。（op,cit,p3
傍
点
は
引
用
者
）
Ⅲ
　
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
は
じ
め
に
課ー
題
の
限
定
二
〇
〇
二
年
一
月
三
〇
日
は
日
英
同
盟
成
立
か
ら
百
年
目
に
当
っ
て
い
た
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
（Japan
Tim
es
）
が
元
駐
日
英
大
使
の
コ
メ
ン
ト
を
の
せ
た
ほ
か
は
、
記
事
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
月
八
日
朝
日
新
聞
に
、
木
畑
洋
一
氏
（
東
京
大
学
）
が
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
「
支
配
国
と
し
て
の
歴
史
・
直
視
を
」
と
題
す
る
小
文
を
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
が
、
私
が
考
え
て
い
た
こ
と
も
同
じ
趣
旨
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
一
）「
日
本
は
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
西
欧
列
強
が
牛
耳
る
国
際
体
制
●
●
●
●
へ
の
参
入
を
図
っ
て
」（
傍
点
引
用
者
）
い
た
が
、
日
英
同
盟
で
果
し
え
た
と
考
え
た
。
同
盟
は
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
に
向
け
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
も
中
国
、
朝
鮮
そ
し
て
イ
ン
ド
を
対
象
と
し
た
。（
二
）
第
二
に
重
要
な
こ
と
は
、
同
盟
成
立
を
歓
迎
す
る
日
本
の
世
論
は
「
そ
れ
で
「
文
明
国
」
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
せ
た
と
考
え
た
。」
か
く
て
日
本
は
い
わ
ば
ア
ジ
ア
の
「
外
」
に
そ
び
え
る
支
配
国
と
し
て
の
外
交
を
行
っ
た
。
し
か
し
実
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
覇
権
国
家
に
対
す
る
目
下
の
同
盟
者
と
し
て
の
外
交
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
従
属
的
帝
国
主
義
の
立
場
は
、
一
時
期
を
除
い
て
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
も
変
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
法
制
的
に
も
日
本
国
民
の
意
識
に
お
い
て
、
「
目
下
の
」
は
対
等
と
自
分
勝
手
に
改
訂
さ
れ
て
稀
薄
に
さ
れ
た
に
し
て
も
、「
追
随
」
の
言
葉
を
さ
け
つ
つ
も
、
軸
足
を
追
随
か
ら
抜
け
去
り
え
な
い
実
体
を
続
け
て
い
る
。
さ
て
以
上
の
よ
う
な
意
見
●
●
●
●
●
●
●
●
を
引
用
し
た
上
で
多
少
付
言
し
て
み
た
い
。
さ
て
日
英
同
盟
締
結
後
二
〇
世
紀
の
日
本
は
「
目
下
の
従
属
帝
国
主
義
」
と
し
て
そ
の
地
位
を
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
一
辺
倒
に
役
立
た
せ
て
き
た
が
、
自
ら
の
国
民
意
識
に
お
い
て
「
五
大
強
国
」
独
立
強
国
の
心
情
を
失
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
真
実
と
幻
想
の
逆
転
が
確
固
と
定
着
し
た
影
響
に
は
、
日
清（
？
）・
日
露
の
両
戦
争
の
勝
利
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
「
脱
亜
入
欧
」「
和
魂
洋
才
」
「
満
州
は
わ
が
生
命
線
」
が
日
常
生
活
の
意
識
と
道
義
感
に
浸
透
す
る
に
は
、
帝
国
主
義
的
進
出
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
不
可
欠
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
い
え
ま
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
第
一
の
課
題
に
は
帝
国
主
義
形
成
が
あ
り
、
第
二
に
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
日
英
同
盟
に
よ
る
強
大
国
家
と
な
っ
た
と
い
う
意
識
上
の
転
換
が
あ
っ
た
。
こ
二
五
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
こ
で
は
後
者
の
理
解
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
『
英
国
膨
張
史
論
』（
原
文
一
八
八
三
年
邦
訳
一
九
三
〇
年
）
の
著
者
シ
ー
レ
ー
（Seeley,I.R.,1834
-95
）
が
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
日
本
人
英
国
留
学
生
に
対
し
て
行
っ
た
講
演
か
ら
一
部
を
摘
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
期
も
大
事
で
あ
る
。
シ
ー
レ
ー
の
講
演
は
日
本
人
エ
リ
ー
ト
に
は
酷
し
く
皮
肉
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、
今
私
は
思
う
の
だ
が
、
要
点
は
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。（
１
）
日
本
人
学
生
は
遠
く
離
れ
て
こ
の
地
で
学
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
少
し
も
さ
び
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
る
で
故
国
に
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
ろ
う
か
ら
。
な
ぜ
な
ら
日
本
政
府
は
「〔
日
本
〕
固
有
の
文
明
、
東
洋
の
文
明
を
放
棄
し
て
、
平
然
●
●
と
し
て
泰
西
の
文
明
を
採
用
」
す
る
「
大
胆
な
国
だ
か
ら
、
故
郷
に
居
る
に
等
し
い
だ
ろ
う
」
と
あ
る
。
（
傍
点
は
原
文
）（
２
）「
私
ら
英
国
人
に
は
実
に
不
可
能
な
〔
事
柄
〕
で
あ
る
が
、「
自
国
と
東
洋
の
文
明
を
放
棄
し
た
国
民
に
、
何
か
参
考
と
な
る
べ
き
こ
と
を
話
す
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
？
」「
如
何
な
る
国
民
と
い
え
ど
も
其
の
過
去
を
棄
て
て
全
然
新
し
い
生
活
を
始
め
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
斯
の
如
き
経
験
に
は
言
う
べ
か
ら
ざ
る
危
険
の
伴
う
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。」（
邦
訳
五
三
二
ー
三
頁
）
と
危
惧
の
念
を
以
っ
て
そ
の
生
活
、
政
治
、
経
済
と
倫
理
の
あ
り
様
に
警
告
し
た
。
し
か
し
日
本
人
学
生
は
こ
れ
を
励
し
●
●
と
受
け
と
っ
た
。
つ
ま
り
資
本
主
義
の
物
神
崇
拝
つ
ま
り
意
識
の
逆
転
を
自
ら
気
付
く
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
に
、
自
ら
の
路
線
を
「
疑
似
白
人
」
へ
の
近
接
す
な
わ
ち
文
化
向
上
と
み
な
し
、
他
の
ア
ジ
ア
人
を
低
い
文
化
人
と
侮
っ
て
扱
う
の
を
自
然
の
成
行
き
と
し
て
留
意
は
し
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
日
本
人
は
従
来
通
り
、
売
買
春
、
人
権
無
視
、
暴
行
、
差
別
扱
い
を
「
伝
統
化
」
し
た
。「
脱
亜
入
欧
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
と
る
の
で
あ
る
が
、「
従
属
的
帝
国
主
義
」
の
あ
り
様
も
同
じ
く
多
様
で
あ
る
と
と
も
に
先
進
帝
国
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
一
国
帝
国
主
義
的
で
な
い
扱
い
も
、
苦
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
必
要
と
し
て
い
る
。
第
一
章
　
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
へ
の
胎
動
アー
ジ
ア
型
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
資
本
主
義
化
の
道
程
ー
日
本
は
、
台
湾
を
略
奪
し
一
八
九
四
年
中
国
を
攻
略
し
続
い
て
韓
国
を
脅
迫
し
て
、
帝
国
の
全
姿
態
を
現
わ
し
た
。
そ
れ
は
民
族
主
義
的
帝
国
（The
n
ational
em
pire
）
の
擁
護
と
前
途
な
き
ゆ
え
の
膨
張
と
の
二
大
目
標
を
原
因
と
し
て
一
八
六
八
年
に
出
現
し
た
。（M
.B
ayly,
（2004
）P.232
）
わ
が
国
で
歴
史
学
や
社
会
科
学
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の
扱
い
は
、
歴
史
本
筋
に
は
付
隋
的
な
、
密
貿
易
か
奇
矯
な
風
習
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
扱
い
に
終
始
し
て
き
た
。
と
く
に
関
係
官
庁
や
総
督
府
の
資
料
は
一
切
焼
却
し
た
な
か
で
、
可
能
な
限
り
の
収
集
を
多
と
し
た
い
と
思
う
。
し
か
し
学
問
的
分
析
は
質
量
的
に
今
後
に
待
つ
と
二
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
こ
ろ
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
外
国
の
日
本
研
究
に
は
、
文
学
に
せ
よ
多
大
な
集
積
の
あ
る
の
は
、
の
ち
に
紹
介
し
よ
う
。
（
１
）
ア
ヘ
ン
問
題
へ
の
視
点
わ
れ
わ
れ
が
学
問
的
に
扱
う
場
合
の
視
点
は
、
さ
き
に
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
帝
国
主
義
の
一
般
的
構
造
の
軸
心
に
く
い
込
ん
で
い
る
実
態
の
究
明
に
、
政
治
、
経
済
、
文
化
と
道
義
を
ふ
く
め
そ
の
一
環
と
し
て
作
用
し
、
個
人
生
活
の
組
み
立
て
に
も
入
り
こ
ん
で
い
く
実
態
（
例
え
ば
麻
薬
の
地
下
普
及
、
性
的
腐
敗
、
知
識
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
欠
如
な
ど
）
も
吟
味
す
べ
き
か
と
思
う
。
（
２
）
ア
ヘ
ン
と
帝
国
、
植
民
地
主
義
の
結
び
つ
き
ア
ヘ
ン
は
世
界
資
本
主
義
の
生
起
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
。
ア
ヘ
ン
は
植
物
性
世
界
商
品
の
数
々
の
一
つ
で
あ
り
、
世
界
市
場
に
よ
る
資
本
主
義
の
成
立
と
同
時
に
、
世
界
商
品
の
性
格
の
変
化
●
●
●
●
●
を
経
過
し
つ
つ
、
資
本
主
義
即
帝
国
主
義
の
特
別
経
済
区
画
（
エ
ン
ク
レ
ー
ブ
）
な
い
し
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
出
現
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ト
ロ
キ
イ
（Trocki,C.A
.
）（
一
九
九
九
）
は
自
ら
の
著
書
の
課
題
の
説
明
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
一
つ
は
「
ア
ヘ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
拡
張
に
決
定
的
で
あ
っ
た
。」「
そ
れ
（
ア
ヘ
ン
）
な
し
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。」
そ
れ
は
イ
ン
ド
帝
国
を
維
持
す
る
諸
条
件
を
生
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
ア
ヘ
ン
は
宇
宙
規
模
の
資
本
主
義
構
造
の
土
台
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
り
、
イ
ン
ド
そ
の
他
ア
ジ
ア
地
域
の
土
着
の
資
本
●
●
●
●
●
家●
グ
ル
ー
プ
発
達
の
土
台
を
提
供
し
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
ア
ヘ
ン
貿
易
が
終
わ
れ
ば
帝
国
の
崩
壊
が
始
る
。」（
前
掲
書
一
〇
ー
一
一
頁
、
傍
点
引
用
者
）
（
３
）
転
形
と
し
て
の
帝
国
主
義
か
く
て
帝
国
主
義
の
形
成
を
説
く
時
、
帝
国
主
義
が
一
国
的
に
成
立
す
る
な
ど
と
論
ず
る
の
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
帝
国
主
義
は
資
本
主
義
の
新
た
な
「
段
階
」
に
止
ら
ず
、
資
本
主
義
の
崩
壊
、
そ
し
て
新
し
い
社
会
へ
の
移
行
、
そ
の
中
間
経
路
、
新
し
い
社
会
の
胎
児
の
暗
黙
の
生
成
（im
plicit
n
o
u
rishing
）
を
含
蓄
し
て
い
る
。
い
ま
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
（
野
口
建
彦
、
野
口
昭
子
訳
）『
帝
国
の
時
代
』（
上
）
一
九
九
三
、
み
す
ず
書
房
）
か
ら
引
用
し
、
一
部
補
充
し
た
い
。
「
帝
国
の
時
代
の
歴
史
は
〔
そ
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
は
〕、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
の
社
会
…
…
そ
う
し
た
社
会
、
そ
う
し
た
世
界
は
、
そ
の
極
点
●
●
、
す
な
わ
ち
そ
の
進
歩
に
内
在
す
る
矛
盾
の
犠
牲
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、「
奇
妙
な
死
」
が
間
近
に
迫
り
、「
転
例
的
パ
タ
ー
ン
」
つ
ま
り
別
の
世
界
の
到
来
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
妙
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。」「〔
だ
が
〕
自
由
主
義
の
進
展
に
不
可
癖
な
選
挙
に
よ
る
民
主
主
義
は
、
大
半
の
国
で
…
…
自
由
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
、
政
治
権
力
●
●
●
●
の
限
界
●
●
に
ま
で
押
し
や
る
と
い
う
犠
牲
と
と
も
に
…
…
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
深
刻
な
自
己
喪
失
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
ス
）
の
危
機
的
時
代
で
も
あ
っ
た
。」
二
七
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
つ
ま
り
転
換
と
は
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
で
あ
り
、
最
高
の
道
徳
的
文
化
的
頂
点
●
●
●
●
●
●
●
●
を
世
界
史
的
な
分
岐
点
と
し
て
い
た
。（
傍
点
引
用
者
、
一
七
ー
八
頁
）
（
４
）
ア
ヘ
ン
、
植
民
地
主
義
と
帝
国
の
一
体
化
か
く
て
「
明
ら
か
に
新
し
い
型
の
帝
国
主
義
は
植
民
地
時
代
で
あ
っ
た
。」
そ
れ
と
独
占
資
本
主
義
や
従
属
的
資
本
主
義
と
の
か
か
わ
り
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
帝
国
主
義
の
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ブ
ン
が
い
か
な
る
原
動
力
に
よ
る
か
は
、
別
個
に
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ま
で
で
あ
る
。
問
題
は
、
か
く
て
こ
う
な
る
。
十
九
世
紀
「
世
界
の
最
遠
隔
地
に
ま
で
…
単
一
の
世
界
経
済
の
創
設
」
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
、「
植
民
地
拡
張
の
一
般
的
動
機
は
…
…
市
場
の
追
求
で
あ
り
」、「
当
時
…
…
一
番
の
問
題
点
は
先
進
国
経
済
が
時
を
同
じ
く
し
て
、
新
し
い
市
場
を
等
し
く
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。」
逆
に
い
え
ば
こ
の
時
期
ゆ
え
に
、
経
済
は
市
場
の
問
題
、
植
民
地
獲
得
帝
国
〔
諸
国
間
〕
の
協
和
で
な
く
て
分
裂
と
対
立
が
、
政
治
、
経
済
、
そ
し
て
モ
ラ
ル
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
離
し
退
廃
さ
せ
、
堕
落
に
陥
し
入
れ
て
、
代
替
勢
力
を
期
待
に
反
す
る
途
へ
追
い
や
っ
た
こ
と
で
あ
る
。（
前
掲
、
九
三
ー
四
、
一
二
〇
ー
二
頁
）
以
上
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
型
後
進
資
本
主
義
に
お
い
て
は
一
層
の
重
圧
と
切
迫
を
も
っ
て
、
そ
の
時
代
と
構
造
の
要
請
と
し
て
市
場
、
植
民
地
獲
得
即
ち
帝
国
主
義
（
侵
略
的
海
外
進
出
）
に
向
う
こ
と
が
、
同
時
●
●
に
お
こ
っ
て
き
（
来
ざ
る
を
え
ず
）、
事
実
上
は
資
本
の
集
積
、
集
中
の
お
く
れ
て
い
る
の
を
形●
の
上
で
は
追
随
す
る
あ
ら
ゆ
る
算
段
は
と
っ
た
。
か
く
て
最
後
の
切
札
は
、
ア
ヘ
ン
、
植
民
地
、
侵
略
戦
争
が
一
度
に
や
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。「
日
本
の
生
命
線
」
に
は
財
政
も
軍
備
も
兵
隊
も
投
ず
る
こ
と
に
、
前
途
を
み
た
。
五
大
強
国
が
目
標
な
の
か
手
段
な
の
か
を
問
う
人
は
い
な
か
っ
た
。
第
二
章
　
台
湾
領
有
、
ア
ヘ
ン
そ
し
て
海
外
進
出
は
じ
め
に
ア
ヘ
ン
は
昔
は
多
く
の
国
で
「
け
し
」
と
し
て
家
庭
用
薬
品
に
備
え
て
い
た
。
わ
が
国
で
は
奈
良
時
代
に
遡
る
と
い
う
。
だ
が
日
本
で
も
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
タ
バ
コ
の
よ
う
に
嗜
好
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
古
代
地
中
海
文
化
に
通
じ
て
い
た
ア
ラ
ブ
人
が
八
世
紀
に
中
国
に
紹
介
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ス
ペ
イ
ン
人
が
タ
バ
コ
を
も
ち
こ
ん
だ
の
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
が
タ
バ
コ
と
ア
ヘ
ン
の
混
合
物
を
イ
ン
ド
か
ら
ア
ジ
ア
一
帯
、
と
く
に
台
湾
に
も
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
日
本
は
タ
バ
コ
に
ア
ヘ
ン
を
混
ぜ
る
ア
ヘ
ン
吸
引
を
厳
禁
す
る
政
策
を
続
け
台
湾
領
有
の
時
に
及
ん
だ
。（M
erril.F.T.,
（1942
）P4
-5
）
そ
れ
ゆ
え
そ
の
普
及
は
中
国
近
隣
の
シ
ャ
ム
、
マ
ニ
ラ
、
蘭
領
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
台
湾
で
吸
煙
さ
れ
、
マ
レ
ー
、
ジ
ャ
ワ
、
シ
ャ
ム
は
僅
量
な
が
ら
普
及
し
た
。
た
だ
日
本
二
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
そ
の
他
ア
ジ
ア
の
ケ
シ
栽
培
が
の
ち
進
捗
し
て
も
普
通
の
低
質
の
も
の
（
製
薬
上
の
粗
悪
品
）
で
あ
っ
た
。「
オ
ピ
ュ
ー
ム
（
ア
ヘ
ン
）
吸
煙
（
opium
sm
oking
、
ほ
か
にopium
eating,juice
な
ど
の
呼
称
と
利
用
も
あ
り
、
邦
訳
も
諸
種
あ
る
が
、
強
い
て
統
一
し
な
い
）
は
極
東
●
●
で
は
十
九
世
紀
末
に
は
至
る
と
こ
ろ
で
確
立
し
た
が
、
と
く
に
中
国
で
そ
う
で
あ
っ
た
。
麻
酔
性
麻
薬
（n
arcotic
drugs
）
は
知
ら
れ
て
い
ず
、
紹
介
の
段
階
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
●
●
●
●
●
●
の
手
で
行
わ
れ
た
。
」
（M
erril,op.cit.,P.9
）
そ
れ
ゆ
え
ト
ロ
ッ
キ
ィ
の
次
の
句
は
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
。
「
こ
の
麻
薬
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
ア
ジ
ア
人
の
意
識
上
の
変
化
の
性
質
を
、
少
く
と
も
一
般
的
に
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
ア
メ
リ
カ
人
イ
ギ
リ
ス
人
は
他
国
の
社
会
に
お
い
て
麻
薬
剤
類
の
使
用
を
支
配
す
る
よ
う
に
動
い
た
。
…
十
九
世
紀
ア
ジ
ア
（
ス
エ
ズ
の
東
）
を
考
え
る
と
き
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
●
●
●
●
●
●
●
」
と
し
て
考
え
る
の
が
重
要
で
あ
る
。
…
同
時
期
に
中
国
は
、
大
規
な
反
ア
ヘ
ン
運
動
を
開
始
し
、
一
時
大
成
果
を
上
げ
、
二
〇
世
紀
の
麻
薬
の
地
位
に
重
要
な
衝
撃
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
た
。」（Tracki
（1999
）p.11
）
だ
が
吸
煙
を
止
め
え
な
か
っ
た
。
他
方
、
日
本
ア
ヘ
ン
政
策
は
、
中
国
の
ア
ヘ
ン
戦
争
を
み
て
、
ア
ヘ
ン
と
侵
略
が
と
も
に
国
内
事
情
に
困
難
を
来
す
の
を
恐
怖
し
、
日
米
通
商
条
約
に
ア
ヘ
ン
取
引
を
禁
令
と
し
て
と
り
入
れ
た
。
自
分
は
そ
の
よ
う
な
営
み
は
な
い
か
の
如
く
い
つ
わ
っ
て
（K
ane
を
み
よ
）、
ハ
リ
ス
は
こ
こ
ぞ
と
は
か
り
〔
イ
ギ
リ
ス
〕
を
非
難
し
た
。（Jennings,1962
,P.10
）
さ
て
明
治
政
府
は
一
八
九
七
年
三
月
ア
ヘ
ン
法
を
公
布
、
政
府
専
売
制
を
施
行
し
た
。
つ
ま
り
生
ア
ヘ
ン
（
と
り
立
て
の
も
の
）
の
な
か
、
モ
ル
ヒ
ネ
含
有
量
五
％
以
下
を
仕
入
れ
、
同
時
に
仕
入
価
格
を
大
き
く
下
げ
た
た
め
、
ア
ヘ
ン
の
国
内
農
業
者
が
立
ち
行
く
の
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
は
「
良
品
を
低
価
格
」
で
イ
ン
ド
か
ら
輸
入
し
た
。
そ
こ
で
台
湾
経
営
は
大
巾
に
国
家
財
政
に
寄
与
し
た
。（ibid.,10
）
と
こ
ろ
で
日
本
の
ア
ヘ
ン
禁
止
政
策
は
漸
次
緩
和
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
を
す
る
仕
方
に
卑
劣
を
極
め
た
側
面
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
国
家
財
政
の
緊
急
性
と
密
接
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
。
多
少
詳
説
が
必
要
で
あ
る
。（
こ
こ
に
は
日
本
の
ア
ヘ
ン
策
の
矛
盾
の
根
元
が
あ
る
が
、
一
見
見
逃
し
て
し
ま
う
）
と
い
う
の
は
緩
和
策
●
●
●
が
あ
る
時
点
で
性
格
を
一
変
し
同
時
に
ア
ヘ
ン
の
性
格
が
変
る
か
ら
で
あ
る
。
佐
藤
三
郎
氏
の
論
文
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の
問
題
」（『
日
本
歴
史
』
一
二
九
、
一
三
〇
号
、
一
九
五
九
ー
六
〇
年
）
に
よ
る
と
幕
末
か
ら
日
清
戦
争
前
ま
で
の
我
国
政
策
の
厳
禁
政
策
に
至
っ
た
趣
き
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
こ
こ
で
繰
返
さ
な
い
が
、
一
、
二
引
用
す
る
。
出
島
の
中
国
人
の
ア
ヘ
ン
吸
煙
を
差
し
止
め
る
こ
と
は
、
他
国
の
他
人
家
屋
へ
無
断
立
ち
入
る
の
を
必
要
と
す
る
た
め
、
外
交
上
は
修
好
無
条
約
の
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
双
方
無
干
渉
を
了
解
し
た
だ
け
で
決
着
つ
か
ず
、
た
え
ず
中
国
人
の
反
抗
や
暴
動
に
あ
い
、
日
本
側
は
や
が
て
後
退
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
交
渉
は
決
着
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
付
記
す
る
と
、
唐
人
屋
敷
の
歓
楽
街
で
中
国
人
が
ア
ヘ
ン
を
吸
煙
す
る
と
き
、
芸
者
や
婦
人
が
こ
れ
に
習
っ
て
吸
煙
す
る
と
、
年
若
き
娘
が
一
週
間
を
待
た
ず
に
煙
毒
肺
腑
を
こ
が
し
て
死
亡
す
る
例
が
数
多
く
み
ら
れ
た
。
日
本
の
国
民
に
流
行
す
る
の
を
恐
怖
し
た
当
局
が
禁
令
を
厳
し
く
し
二
九
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
た
。
や
が
て
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
年
ア
ヘ
ン
法
公
布
で
一
転
機
と
な
る
。
（
１
）
台
湾
植
民
地
の
ア
ヘ
ン
政
策
日
本
総
督
府
下
の
台
湾
で
、
当
初
か
ら
当
面
し
た
問
題
は
ア
ヘ
ン
問
題
で
あ
っ
た
。
（
以
下
、
劉
明
修
、
一
九
七
九
に
よ
る
と
こ
ろ
大
き
い
）
当
局
は
、
は
じ
め
厳
禁
政
策
（
最
高
刑
は
死
刑
）
を
採
用
し
た
。
こ
の
態
度
は
日
本
軍
将
兵
、
日
本
人
に
限
ら
ず
ほ
か
の
住
民
に
も
適
用
し
た
。
し
か
し
台
湾
人
お
よ
び
中
国
（
と
く
に
台
湾
近
辺
）
の
出
入
国
の
人
に
は
、
日
本
人
が
煙
草
や
酒
を
の
む
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
の
を
禁
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
、「
台
湾
人
の
武
力
抵
抗
は
全
面
的
な
ゲ
リ
ラ
戦
に
変
っ
て
始
め
ら
れ
た
。」（
劉
、
一
九
七
九
年
、
七
五
頁
。
引
用
は
、
許
世
楷
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
、
七
四
ー
五
頁
）
こ
の
う
ご
き
は
日
と
と
も
に
拡
大
傾
向
を
辿
り
、
の
ち
新
民
党
や
台
湾
更
生
院
（
医
療
施
設
）
な
ど
の
組
織
的
反
撃
に
成
長
し
た
。
（Jennings,1962
,P.25
）
し
た
が
っ
て
ア
ヘ
ン
専
売
制
度
に
よ
る
収
入
を
保
障
す
る
に
は
治
安
を
回
復
す
る
こ
と
が
最
優
先
策
と
な
っ
た
関
係
か
ら
、
領
有
当
初
莫
大
な
維
持
経
費
の
支
出
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、
初
め
の
頃
「
台
湾
売
却
論
」
が
し
き
り
と
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
ア
ヘ
ン
法
」
を
緩
め
て
漸
禁
政
策
が
お
こ
り
、
こ
れ
に
変
っ
た
。
こ
れ
に
は
ア
ヘ
ン
対
策
の
質
的
転
換
●
●
●
●
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
「
ア
ヘ
ン
厳
禁
」
か
ら
〔
収
入
増
を
伴
う
漸
減
へ
〕
そ
し
て
「
ア
ヘ
ン
に
よ
る
収
入
政
策
」
へ
と
実
質
上
●
●
●
目
標
を
す
べ
ら
せ
て
（
換
え
て
）
行
っ
た
。
ア
ヘ
ン
吸
煙
の
認
可
、
不
認
可
を
問
わ
ず
、
ア
ヘ
ン
法
違
反
の
禁
止
●
●
●
●
●
●
●
●
●
（
法
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
こ
う
云
う
）
を
承
認
す
る
禁
止
税
と
、
認
可
税
と
が
あ
っ
た
。
後
者
は
前
者
と
は
別
に
吸
煙
す
る
事
実
を
認
め
る
税
（
正
確
に
は
科
料
）
で
あ
り
、
認
可
税
の
支
払
い
者
は
そ
れ
ゆ
え
、
常
用
者
（addicts
）
で
あ
り
そ
の
内
訳
は
認
可
者
（licit
sm
oker
）
と
不
認
可
者
（
あ
る
い
は
密
吸
者
）（illicit
o
r
clandestine
sm
oker
）
と
が
あ
っ
た
。
当
然
な
こ
と
だ
が
税
が
極
め
て
高
額
に
な
る
場
合
は
吸
煙
者
漸
減
の
傾
向
と
な
る
が
事
実
●
●
も
そ
う
な
っ
た
。
劉
氏
は
次
の
よ
う
に
云
う
。（
八
五
頁
）「
ア
ヘ
ン
か
ら
の
収
入
は
、
専
売
の
利
益
の
ほ
か
、
年
間
百
万
円
と
予
想
さ
れ
た
阿
片
吸
煙
者
と
阿
片
営
業
者
の
特
許
料
、
及
び
阿
片
令
（
法
）
違
反
の
罰
金
収
入
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
以
上
が
簡
単
に
「
禁
止
税
」
と
い
う
名
を
も
っ
て
指
称
さ
れ
る
ア
ヘ
ン
収
入
●
●
●
●
●
で
あ
っ
た
。
メ
リ
ル
氏
（M
erril,1942
,P.13
）
は
「
日
本
は
台
湾
に
お
い
て
ア
ヘ
ン
吸
煙
が
生
命
の
予
想
期
間
に
及
ぼ
す
影
響
の
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
千
人
に
つ
き
無
吸
者
は
四
七
・
二
％
な
の
に
吸
煙
者
は
七
五
・
七
％
の
〔
死
亡
率
〕
で
あ
っ
た
。
後
者
の
生
命
は
普
通
人
に
比
し
三
分
の
一
だ
け
短
命
な
の
を
発
見
し
た
」
と
報
じ
た
。
台
湾
総
督
府
は
こ
の
事
実
を
財
政
収
入
計
画
に
と
り
入
れ
た
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
台
湾
植
民
地
経
営
の
基
準
と
な
る
重
要
性
を
も
っ
た
。
以
下
そ
の
欺
瞞
を
あ
ば
く
。
（
２
）
世
紀
末
深
刻
な
国
家
財
政
と
景
気
状
況
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
明
治
末
期
、
大
正
初
期
つ
ま
り
世
紀
末
三
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
（fin
de
siécles
）
に
、
巨
額
の
貿
易
差
額
と
借
款
の
過
大
な
負
債
か
ら
、「
国
家
破
産
」
の
重
大
な
危
機
に
陥
っ
た
事
情
を
の
べ
る
。
第
二
に
、
こ
の
な
か
で
植
民
地
領
有
が
原
因
と
な
り
一
つ
の
国
民
経
済
が
経
済
的
政
治
的
軍
事
的
に
、
領
有
毎
に
各
個
に
切
り
離
さ
れ
、
分
立
し
た
国
家
権
力
●
●
●
●
●
●
●
●
、
経
済
的
な
分
裂
と
な
る
に
至
り
、
遂
に
は
場
所
（
支
配
区
域
）
に
よ
っ
て
ア
ヘ
ン
自
身
が
貨
幣
に
転
化
し
た
。
こ
の
ア
ヘ
ン
の
経
済
的
機
能
の
転
化
●
●
が
第
三
の
課
題
で
あ
る
が
、
結
果
●
●
的
に
い
え
ば
、
侵
略
戦
争
そ
の
も
の
が
、
ア
ヘ
ン
の
性
格
を
か
え
た
の
で
あ
り
、
戦
争
そ
の
も
の
●
●
●
●
●
●
が
国
家
財
政
の
不
可
欠
の
要
素
●
●
●
●
●
●
に
転
化
す
る
窮
状
●
●
が
生
ま
れ
て
い
た
故
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
本
稿
が
、
こ
の
転
化
の
分
析
を
、
重
要
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
行
文
で
扱
う
と
理
解
下
さ
い
。
①
　
こ
こ
で
第
12
表
と
図
２
を
用
い
て
、
日
清
戦
争
、
日
清
通
商
条
約
と
台
湾
割
譲
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
変
化
を
表
す
が
、
ま
ず
問
題
点
の
指
摘
か
ら
始
め
よ
う
。
第
12
表
は
、
世
紀
の
交
り
に
、
貿
易
差
額
の
赤
字
が
巨
額
に
上
っ
た
。
こ
の
時
期
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
疑
問
と
は
な
に
か
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
予
備
知
識
と
し
て
欧
米
資
本
主
義
は
、
一
八
七
二
ー
一
八
九
六
年
ま
で
長
期
大
不
況
、
一
八
九
六
ー
一
九
一
四
年
は
「
良
き
時
代
」（b
ell
é
p
o
q
u
e
）
（B
renner,R
,2
0
0
2
;A
rrighi,G
,in
N
L
R
,20
:2003
）
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
「
良
き
時
代
」
に
日
本
の
場
合
は
逆
に
深
刻
な
不
況
が
続
い
て
お
り
、
外
貨
借
款
が
累
積
し
、
第
13
表
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
〇
七
年
の
新
規
外
債
予
定
一
七
七
（
百
万
円
）
は
、
既
存
の
元
利
支
払
い
に
全
部
充
当
し
て
も
、
な
お
及
ば
な
か
っ
た
。
（
表
13
）
以
後
七
年
間
の
合
計
で
み
て
も
同
じ
累
増
傾
向
を
示
し
、
し
か
も
返
済
の
三
一
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
第12表　世紀末日本の貿易差額（－　逆調）
資料 明治大正国勢概観（Ｓ.２,50）による
台　　湾年　　次 朝　　鮮 内　　地 総　　計
－334
－7,866
－32
－28,510
－3,848
－9,999
－18,199
－74,060
－75,374
－167,004
－5,805
－4,624
－74,584
－646,367
－154,292
－13,348
－15,526
－149,589
－730,076
1905
1910
1914
1919
1924
Ｍ.38
Ｍ.43
Ｔ.  3
8
13
資料　明治大正国勢概観（Ｓ.２,50）による。輸出入額に注意下さい。
図２　平均物価，平均賃金，輸出入額の指数　1873＝100
大
半
は
利
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
外
債
の
莫
大
な
借
入
れ
は
日
露
戦
争
の
戦
費
を
公
債
で
始
め
た
た
め
で
あ
っ
て
、
戦
後
は
国
家
破
産
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
れ
に
よ
る
ブ
ー
ム
は
「
天
佑
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
「
日
清
賠
償
金
」
と
「
戦
後
経
営
」
の
使
途
は
、
製
鉄
所
等
も
あ
る
が
、
大
部
分
（
一
）
陸
海
軍
拡
充
　
（
二
）
南
満
州
鉄
道
　
（
三
）
台
湾
事
業
　
（
四
）
重
工
業
充
実
に
充
て
、「
外
貨
借
入
し
て
資
本
輸
出
」
の
、
事
実
上
「
特
別
経
済
区
」（
エ
ン
ク
レ
ー
ブ
）
設
定
の
形
の
海
外
侵
略
と
な
っ
て
い
た
。（「
長
期
経
済
統
計
」
⑭
50
ー
52
頁
）
い
ま
前
の
図
を
み
る
と
、（
１
）
一
八
七
三
ー
一
八
八
二
ま
で
上
昇
、
一
八
八
七
以
降
（
と
く
に
一
九
〇
三
年
以
降
）
は
、
つ
ね
に
賃
金
が
物
価
を
上
回
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
は
投
資
が
海
外
に
主
力
を
移
し
た
な
か
で
貿
易
の
苦
し
い
拡
大
を
伴
っ
た
。
こ
れ
は
市
場
縮
小
と
と
も
に
一
九
二
一
年
後
、
逆
転
し
て
激
し
い
長
期
停
滞
●
●
●
●
へ
と
減
縮
に
転
じ
た
。
こ
の
図
で
述
べ
た
い
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
産
業
循
環
（
小
景
気
循
環sm
all
sycle
）
に
加
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
っ
た
作
用
力
を
も
っ
て
、
長
期
の
産
業
大
型
変
動
（Long
U
p-turn
and
L
ong
D
ow
n-turn
）
が
同
時
並
行
し
て
作
用
し
、
大
型
変
動
が
主
な
動
因
●
●
●
●
（M
om
entum
）
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
の
理
論
的
解
明
は
の
ち
に
行
う
。
二
つ
に
は
右
の
明
治
末
ー
大
正
期
の
激
し
い
恐
慌
に
は
、
対
外
活
動
を
主
因
と
し
、
国
内
で
は
イ
ン
フ
レ
激
動
を
伴
い
物
価
上
昇
を
み
た
が
、
こ
れ
の
対
応
に
は
ア
ヘ
ン
を
含
む
対
外
侵
略
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
内
投
資
の
構
造
変
化
の
失
敗
と
正
貨
不
足
に
急
迫
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
加
え
て
都
市
市
民
の
社
会
不
安
と
動
揺
が
支
配
層
と
と
も
に
軍
部
に
向
わ
な
い
措
置
を
講
じ
た
。
こ
の
な
か
で
国
家
権
力
の
な
か
の
分
裂
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
が
生
じ
、
と
く
に
軍
部
の
独
裁
行
動
権
が
樹
立
さ
れ
た
。
こ
こ
で
比
較
研
究
の
た
め
『
長
期
経
済
統
計
』
⑧
（
大
川
教
授
等
）
の
戦
後
経
済
分
析
の
最
も
す
ぐ
れ
た
成
果
に
学
ぶ
こ
と
に
す
る
。
本
稿
の
掲
げ
た
図
は
、
二
重
サ
イ
ク
ル
（
と
い
う
よ
り
長
期
大
型
変
動
）
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
が
、
前
書
⑧
二
三
頁
の
図
２
ー
２
は
、
そ
の
指
数
は
私
の
も
の
と
は
違
っ
た
資
料
を
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
全
く
同
じ
型
を
示
し
た
。
た
だ
、
一
八
七
八
ー
八
九
年
は
下
降
、
三
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
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第13表　第一次大戦前夜の外債関係収支
（1907－1913年　単位：100万円）
（注）「長期経済統計」⑭－52p（山沢，山本執筆），同書
⑭p52をみよ。また、⑭p60は第２次危機＜満州事変＞を前
外貨債新規募集年次
外 貨 債 元 利 支 払
元本償還 利子支払
177
71
148
217
55
86
118
872
201
65
65
139
117
91
96
772
143
2
2
66
40
10
10
272
58
63
63
73
77
81
85
500
1907
8
9
10
11
12
13
合 計
八
五
ー
九
五
年
は
上
向
、
一
九
一
二
ー
一
六
年
の
上
向
と
い
う
小
型
循
環
を
認
め
て
い
る
。
前
書
⑧
一
四
頁
に
、
投
資
ス
パ
ー
ト
の
あ
と
に
上
昇
局
面
が
く
る
と
し
て
、
上
昇
期
を
第
一
・
一
八
八
五
ー
八
九
年
、
第
二
・
一
九
〇
九
ー
一
九
年
、
第
三
・
一
九
三
〇
年
代
と
し
、
一
九
〇
四
ー
一
〇
年
の
日
露
戦
争
期
は
特
別
●
●
と
し
て
投
資
財
輸
入
増
と
さ
れ
た
。（
傍
点
原
文
）
と
く
に
、
投
資
財
物
価
指
数
と
消
費
財
物
指
数
で
は
、
長
期
趨
勢
の
と
き
逆
に
動
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
（
な
お
七
ヵ
年
移
動
平
均
と
さ
れ
て
い
る
）、
さ
ら
に
ま
た
前
書
⑧
一
五
頁
に
は
、
そ
の
と
き
両
者
の
比
率
が
英
米
に
比
し
、
わ
が
国
の
上
昇
率
が
大
変
大
き
い
の
に
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
こ
の
私
の
論
文
で
す
で
に
、
偏
っ
た
規
模
の
海
外
へ
固
定
投
資
そ
の
他
米
麦
関
税
（
一
九
一
二
年
）
設
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
背
景
を
の
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
長
経
⑭
三
三
頁
で
は
、
期
待
さ
れ
る
貯
蓄
を
上
廻
る
投
資
は
、
産
出
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
相
殺
さ
れ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
納
得
し
難
い
。
最
後
に
私
見
を
、
別
件
に
つ
き
、
一
言
し
た
い
。
生
糸
の
輸
出
先
が
こ
れ
ま
で
、
Ｕ
Ｓ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
英
国
お
よ
び
ド
イ
ツ
に
ほ
ぼ
均
等
に
分
散
し
て
い
た
が
、
経
済
・
政
治
の
対
立
が
深
刻
化
し
た
時
点
で
欧
州
諸
国
は
殆
ん
ど
廃
止
し
た
（
た
だ
し
中
国
と
英
国
間
生
糸
貿
易
を
の
ぞ
く
）。
そ
の
た
め
Ｕ
Ｓ
Ａ
へ
の
生
糸
タ
テ
糸
に
競
争
が
き
び
し
く
、
大
戦
後
●
●
●
生
糸
は
激
し
く
減
少
し
て
綿
織
物
が
と
っ
て
代
っ
た
。
し
か
し
産
業
構
造
の
刷
新
が
著
し
く
遅
れ
、
沈
滞
は
そ
の
分
深
ま
っ
た
。
そ
の
立
ち
お
く
れ
た
分
は
戦
間
期
ア
ヘ
ン
貿
易
の
巨
大
な
利
潤
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
台
湾
を
介
し
輸
出
先
を
中
国
へ
と
向
け
た
。
そ
れ
へ
の
期
待
は
国
家
財
政
的
視
野
に
お
い
て
時
と
と
も
に
高
ま
っ
た
。
（
３
）
台
湾
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
収
入
と
貿
易
（
ａ
）
本
島
人
（
台
湾
人
）
と
中
国
台
湾
の
住
民
に
つ
い
て
原
住
民
と
「
民
族
的
少
数
派
」
の
存
在
を
知
る
人
は
少
な
い
。
一
言
し
て
お
く
。
現
台
湾
人
口
の
大
半
（
八
五
％
以
上
）
は
、
中
国
人
で
な
く
て
フ
ィ
ジ
ー
人
と
ガ
ン
ド
ン
人
移
民
の
後
継
者
で
、
そ
の
先
住
者
は
マ
レ
ー
系
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
山
岳
に
生
活
し
て
い
た
が
、
タ
イ
ヤ
ル
族
、
ブ
ヌ
ン
族
、
プ
ユ
マ
族
ら
で
あ
っ
た
。
以
上
は
遺
伝
学
上
と
言
語
学
上
中
国
人
で
な
か
っ
た
し
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
一
九
四
九
年
国
民
党
逃
亡
者
が
勝
手
に
逃
げ
込
み
（
二
五
万
人
と
称
さ
れ
る
）、
中
国
の
一
部
と
い
い
張
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
植
民
地
が
敗
北
し
た
と
き
に
、
連
合
軍
が
そ
こ
を
勝
手
に
●
●
●
中
国
に
「
返
還
」
し
た
た
め
、
国
民
党
が
勝
手
に
入
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
日
本
占
領
の
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ
が
一
時
占
領
し
中
国
人
を
使
用
し
て
開
拓
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
、
理
由
と
な
っ
た
と
思
う
。
ペ
リ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
し
ら
べ
た
た
め
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。（P.A
nderson,Stand-O
ffin
Taiw
an,2004
in
LR
B
.
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
五
・
六
・
一
四
に
「
高
砂
族
●
●
●
の
靖
国
神
社
か
ら
の
分
祀
」
の
記
事
を
み
よ
。）
ア
ヘ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
中
国
人
と
と
も
に
台
湾
に
持
ち
去
っ
た
。
し
か
し
栽
培
は
少
く
質
も
悪
く
吸
煙
は
あ
っ
た
が
、
混
合
品
で
嗜
好
で
軽
微
だ
っ
た
と
い
う
。
三
三
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
（
ｂ
）
台
湾
会
計
と
ア
ヘ
ン
収
入
ま
え
の
べ
た
よ
う
に
、
ア
ヘ
ン
吸
煙
上
、
日
本
人
と
中
国
人
に
大
き
い
差
が
あ
り
、
政
策
上
も
、
日
本
は
厳
禁
、
中
国
は
緩
和
の
差
が
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
後
に
お
い
て
も
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
「
台
湾
阿
片
法
」
は
認
定
吸
煙
者
は
許
さ
れ
る
が
、
不
認
定
吸
煙
者
（illicit
addiction
）
は
原
則
的
に
は
認
め
な
い
と
し
、
吸
煙
中
国
人
の
渡
来
を
禁
ず
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
劉
、
前
掲
論
文
）。
こ
の
日
本
の
態
度
は
ロ
ン
ド
ン
の
「
反
ア
ヘ
ン
協
会
」
な
ど
の
支
持
を
え
賞
賛
さ
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
現
地
台
湾
人
は
厳
し
い
日
本
の
罰
則
に
反
対
し
武
力
の
反
撃
や
ゲ
リ
ラ
攻
撃
も
行
わ
れ
た
の
で
、
本
土
軍
隊
の
派
遣
や
経
営
費
も
多
大
な
額
に
な
っ
た
の
で
、
政
府
は
「
補
充
金
」
の
名
で
総
督
府
に
維
持
補
充
金
を
支
出
し
て
い
た
。
国
内
で
の
ア
ヘ
ン
対
策
は
省
略
す
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
厳
禁
策
か
ら
ア
ヘ
ン
吸
煙
者
を
漸
減
し
て
ゆ
く
策
に
お
ち
つ
い
た
。
そ
の
と
き
に
ア
ヘ
ン
専
売
制
●
●
●
を
し
き
、
商
業
上
特
許
者
以
外
は
扱
え
な
く
し
た
。（
承
認
証
を
下
附
さ
れ
た
者
（
商
人
）、
三
井
物
産
に
限
ら
れ
た
）。
吸
煙
者
も
認
定
者
（
医
師
の
み
と
め
た
人
）
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
嗜
好
や
常
習
で
な
い
人
の
使
用
は
許
さ
れ
た
も
の
の
、
重
課
の
許
可
料
を
支
払
う
条
件
と
な
っ
て
い
た
の
で
「
禁
止
税
」
と
い
う
名
の
許
可
料
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ア
ヘ
ン
か
ら
の
収
入
は
「
専
売
益
の
ほ
か
、
年
間
百
万
円
と
予
想
さ
れ
、
ア
ヘ
ン
吸
煙
者
と
ア
ヘ
ン
営
業
者
の
特
許
料
及
び
ア
ヘ
ン
令
違
反
者
へ
の
「
罰
金
収
入
」
か
ら
な
っ
て
い
た
。（
劉
論
文
、
八
五
ー
六
頁
）
ま
た
罰
則
は
自
由
刑
と
財
産
刑
が
あ
っ
て
、
総
督
府
は
財
産
刑
（
財
産
、
資
金
な
ど
）
を
適
用
し
た
。
こ
れ
ら
は
つ
ま
り
「
談
合
」
に
よ
る
支
払
い
と
な
り
、
の
ち
み
る
よ
う
に
、
不
認
可
吸
煙
者
は
吸
煙
者
名
簿
に
記
録
（R
oster
）
の
手
続
は
し
な
い
の
で
、
実
際
の
人
数
は
不
明
で
あ
っ
た
。
以
上
の
べ
た
こ
と
は
諸
表
に
明
瞭
で
、
ア
ヘ
ン
収
入
な
ど
専
売
収
入
が
大
き
い
割
合
を
占
め
、
台
湾
財
政
の
独
立
化
（
補
充
金
の
打
切
り
）
の
達
成
を
早
め
、
総
督
後
藤
新
平
に
恩
賞
が
授
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
と
さ
れ
る
。
矢
内
原
教
授
は
「
最
三
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
第14表　台湾特別会計専売品割合（％，1000円）
資料 劉明修，前掲論文（1979）より
但し、1,000以下切捨
アヘン年　次 食　塩 樟　脳 タバコ 計
1,640
3,467
4,249
4,234
4,205
4,674
5,285
270
358
667
821
800
917
3,752
4,235
5,529
5,093
1,496
4,009
4,719
1,640
3,467
5,436
8,344
10,603
15,033
15,897
1897
98
99
1900
1905
1910
1913
Ｍ.30
Ｍ.33
Ｍ.43
Ｔ. 2
第15表　台湾人に対するアヘン吸食特許人員
資料　劉明修，前掲論文（1979）より
但し、1,000以下切捨
人　　　数 月　　　毎期　　　　間
169,064
5,187
30,548
15,863
220,657
3.9
1.7
3.8
5.3
1897年４月－1900年９月
1902／1－02／３
04／10－05／３
08／１－08／３
計
三
五
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
第16表　台湾特別会計におけるアヘン収入、補充金（1000円）
資料 劉明修（1979）前掲論文より。但し、1,000円以下切捨
阿片収入
（％）
年　　次
地租収入
（％）
経常収入
（1000円）
補 充 金
（1000円）
30.9
46.3
41.8
32.4
23.9
25.3
29.2
23.0
19.4
17.3
15.5
17.2
15.2
11.6
13.0
12.4
13.8
1,640
4,234
4,205
4,674
5,289
28.7
15.7
10.4
8.3
7.0
7.4
7.6
7.4
12.0
13.7
11.6
10.4
11.3
10.1
7.5
7.4
7.3
8.0
835
912
2,975
3,108
3,073
2,624
5,315
7,493
10,158
13,063
11,714
11,876
12,396
16,170
21,699
25,656
28,850
26,832
30,606
41,364
42,393
42,530
38,330
6,940
5,959
3,984
3,000
2,598
2,386
2,459
2,459
700
1896（Ｍ29）
97
98
99
1900（Ｍ33）
1
2
3
4
5
6
7（Ｍ40）
8
9
10
11（Ｍ44）
12（Ｔ１）
13
（全額）1897
1900
1905
1910
1913
備考（単位1000円）
第17表　台湾のアヘンの許可常習者の数
資料　Merrill,op.cit.., p82 ただし、illicit smokersは登録（roster）は
一切行われないことに注意。
認可smokersの数年 次 秘匿smokers推定数 総　計　数
157,619
130,476
98,987
71,715
48,012
33,755
26,942
18,621
13,574
10,884
50,000
20,000
5,000
10,000
20,000
25,000
30,000
10,000
8,000
7,000
207,617
150,476
103,987
81,715
68,012
58,755
55,000
28,621
21,574
17,884
1901
05
10
15
20
25
27
33
36
38
も
価
値
多
い
植
民
地
」
と
さ
れ
た
と
い
う
。（
矢
内
原
、
一
九
三
四
年
一
八
八
頁
）。
と
こ
ろ
で
表
で
気
が
つ
く
こ
と
は
、
一
つ
は
、
ア
ヘ
ン
吸
煙
者
が
減
少
し
少
く
な
っ
た
が
、
ア
ヘ
ン
収
入
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
こ
と
は
、
当
然
疑
問
を
生
じ
た
。
二
つ
に
は
、
不
認
可
吸
煙
者
が
一
つ
の
項
目
と
し
て
現
れ
、
他
方
台
湾
人
の
認
可
編
入
を
頻
繁
に
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
日
露
戦
争
時
「
補
充
金
打
切
り
」
さ
れ
た
こ
と
、
台
湾
製
薬
所
●
●
●
●
●
の
た
め
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
産
良
質
ア
ヘ
ン
の
輸
入
と
製
品
、
お
よ
び
ケ
シ
残
額
（
す
て
る
べ
き
も
の
を
流
用
す
る
）
の
密
貿
易
の
輸
出
入
を
盛
ん
に
し
、
利
益
を
え
る
傾
向
と
一
致
し
て
い
た
。
か
く
て
、
こ
こ
で
ア
ヘ
ン
吸
煙
者
漸
減
政
策
は
形
式
上
登
録
者
の
減
少
は
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
は
密
貿
易
の
増
加
へ
、
さ
ら
に
禁
止
税
●
●
●
は
事
実
上
不
認
可
吸
煙
者
の
奨
励
と
増
加
の
方
向
へ
と
、
決
定
的
に
転
換
●
●
●
●
●
●
し
た
。
劉
氏
の
言
で
は
、
後
藤
新
平
勲
二
等
を
え
た
の
は
、
ア
ヘ
ン
政
策
の
成
功
つ
ま
り
専
売
制
度
と
漸
禁
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漸
禁
は
裏
か
ら
み
れ
ば
専
売
制
度
を
介
し
た
ア
ヘ
ン
収
入
増
大
に
貢
献
し
た
と
云
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
漸
減
は
事
実
は
漸
増
へ
、
禁
止
税
は
「
奨
励
」
金
へ
と
、
性
格
は
一
大
転
換
を
遂
げ
た
。
ア
ヘ
ン
収
入
は
、
そ
し
て
ア
ヘ
ン
は
、
国
家
財
政
の
収
入
支
柱
に
利
用
さ
れ
る
地
位
と
性
格
に
一
変
し
た
。
第
三
章
　
国
際
条
約
に
よ
る
ア
ヘ
ン
取
引
の
禁
止
と
実
態
「
中
国
人
と
い
え
ば
ア
ヘ
ン
吸
煙
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
（B
rook
a
nd
W
akabashi
ed.,
2000
,P.8
）
は
た
し
か
に
一
九
〇
〇
年
初
期
に
は
定
着
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ら
十
六
人
に
よ
る
近
年
の
学
問
的
成
果
を
と
り
入
れ
た
、
中
国
側
か
ら
の
ア
ヘ
ン
問
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
本
書
が
最
初
で
あ
り
、
極
三
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
第18表　台湾の認可アヘン吸飲者数
資料　J. M. Jenningo, op. cit., p24.
アヘン飲用者数年　次 全人員比
50,597
169,064
130,476
98,987
71,715
48,012
33,755
23,237
2.1
6.3
4.2
3.2
2.1
1.3
0.9
0.5
1897
1900
1905
1910
15
20
25
30
第19表　台湾の吸食特権者数とアヘン収入
資料　劉，前掲論文より。
アヘン吸食特許者（人）年　次 アヘン収入（円）
50,597
169,064
130,476
98,987
71,715
55,772
1,640,210
4,234,979
4,205,830
4,674,343
5,870,408
8,105,274
1897
1900
1905
1910
1915
1918
Ｍ30
33
38
43
Ｔ 4
Ｔ 7
め
て
優
れ
た
成
果
と
い
え
よ
う
。
日
本
の
場
合
に
つ
い
て
ア
ヘ
ン
問
題
を
組
織
的
体
制
内
に
位
置
づ
け
た
分
析
は
ジ
エ
ニ
ン
グ
ス
（
一
九
九
七
）
が
最
初
に
し
て
最
高
で
あ
り
、
日
本
人
の
も
の
は
幼
稚
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
字
な
ら
べ
の
程
度
だ
っ
た
。
最
近
、
山
田
豪
一
氏
が
旧
満
州
国
の
ア
ヘ
ン
分
析
（
二
〇
〇
二
）
が
精
彩
に
あ
ふ
れ
た
貢
献
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
ア
ヘ
ン
問
題
を
、
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
国
際
環
境
に
お
け
る
日
本
の
位
置
づ
け
や
、
ア
ヘ
ン
を
日
本
の
経
済
、
政
治
、
文
化
と
モ
ラ
ル
に
く
み
込
ん
だ
分
析
は
な
く
、
初
歩
的
水
準
に
止
ま
っ
て
い
た
。
本
稿
は
先
学
の
業
績
に
学
び
自
己
自
身
の
立
場
に
立
つ
分
析
の
試
み
で
あ
る
。
１
　
ア
ジ
ア
へ
の
ア
ヘ
ン
の
普
及
と
対
抗
的
処
置
メ
リ
ル
の
本
（M
erril,F
）（
一
九
四
二
）『
日
本
と
ア
ヘ
ン
の
脅
迫
』
は
、
国
際
連
盟
が
一
九
二
五
ー
一
九
二
六
年
の
会
議
で
設
置
し
た
「
ア
ヘ
ン
監
視
委
員
会
」
（O
pium
A
dvisory
Com
m
ittee,hereafter
:O
A
C
）
で
法
令
発
行
の
権
限
●
●
●
●
●
●
●
を
も
ち
、
加
盟
各
国
の
同
意
の
上
、
ア
ヘ
ン
の
生
産
、
取
引
お
よ
び
吸
煙
の
現
状
を
調
査
し
た
が
、
そ
れ
を
土
台
と
し
た
、
ア
ジ
ア
全
般
を
み
た
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
全
体
を
カ
バ
ー
し
、
日
本
に
限
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
密
貿
易
や
非
合
法
吸
煙
な
ど
日
本
の
植
民
地
や
属
領
に
多
か
っ
た
の
で
、
日
本
全
体
を
把
握
す
る
好
個
の
案
内
書
で
も
あ
り
、
ま
た
記
事
が
正
確
な
こ
と
で
も
す
ぐ
れ
て
い
た
。
な
お
会
は
定
期
の
正
式
会
合
を
持
っ
て
い
た
。
メ
リ
ル
の
本
は
一
九
四
二
年
発
行
さ
れ
、
期
待
よ
り
遅
れ
た
の
は
戦
時
期
の
為
で
あ
っ
た
。
だ
が
ア
ジ
ア
全
体
に
及
び
、
さ
ら
に
国
民
経
済
の
組
織
に
く
み
込
ん
だ
視
点
を
提
供
し
た
こ
と
で
画
期
的
寄
与
と
な
っ
た
。
さ
て
ア
ヘ
ン
に
対
す
る
国
際
的
対
応
の
上
で
の
「
一
大
転
換
点
は
一
九
〇
六
年
」
で
あ
っ
た
。（B
rook
et,al.,Ibid.,P.11
）
メ
リ
ル
も
「
十
九
世
紀
末
に
は
極
東
の
い
た
る
と
こ
ろ
●
●
●
●
●
●
で
ア
ヘ
ン
吸
煙
は
で
き
上
が
っ
て
い
た
。」（
九
頁
）
と
く
に
中
国
で
は
商
業
制
度
も
整
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、「
そ
の
ア
ジ
ア
へ
の
導
入
は
つ
ね
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
手
に
よ
っ
た
が
」
と
付
言
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
期
は
ま
た
、
国
際
的
に
ア
ヘ
ン
絶
滅
へ
向
か
う
転
換
点
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
実
際
に
は
●
●
●
●
そ
れ
が
寛
大
に
柔
和
さ
れ
た
形
に
歪
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
が
。
ブ
ル
ッ
ク
ら
は
「
一
九
〇
六
年
は
〔
中
国
ア
ヘ
ン
政
策
の
〕
転
換
点
で
あ
っ
た
。
義
和
団
の
激
烈
な
変
革
指
向
に
燃
え
、
清
朝
（Qing
G
overnm
ent
）
は
こ
の
よ
う
な
運
動
に
活
を
入
れ
る
た
め
列
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
）
の
協
力
あ
る
場
合
、〔
ア
ジ
ア
を
〕
十
年
で
絶
滅
（eradication
）
の
大
運
動
を
開
始
し
た
い
。」（Brook
et.al.,op.tt.,P.11
）
と
し
た
。
こ
の
外
国
と
の
協
議
が
事
実
上
●
●
●
国
際
協
約
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
２
　
中
国
の
ア
ヘ
ン
反
対
運
動
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
三
九
ー
四
二
年
）
以
後
、
ア
ヘ
ン
取
引
は
事
実
上
公
認
と
三
七
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
な
っ
た
た
め
、
中
国
商
人
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
団
（O
ld
China
H
ands
な
ど
の
自
称
）
と
の
秘
密
の
協
定
は
必
要
な
く
な
り
、
長
い
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
消
え
以
降
二
〇
年
は
繁
昌
し
た
。
一
八
五
八
年
天
津
条
約
に
ア
ヘ
ン
合
法
化
の
規
約
の
特
記
は
な
か
っ
た
が
、
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
仲
介
に
よ
り
、
禁
制
品
と
認
め
な
が
ら
も
〔
合
法
的
〕
課
税
品
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
中
国
側
は
輸
入
増
加
す
る
に
つ
れ
関
税
収
入
、
厘
金
、
内
国
税
の
収
入
も
増
し
〔
厘
金
は
一
種
の
通
行
税
で
あ
り
、
内
国
関
税
と
み
て
よ
い
が
、
そ
の
分
、
農
民
所
有
に
は
軽
く
も
あ
り
自
立
も
し
た
。
の
ち
再
記
す
る
〕、
農
産
物
も
ア
ヘ
ン
生
産
は
、
海
外
ア
ヘ
ン
の
高
値
も
あ
っ
て
、
輸
入
を
上
回
る
生
産
の
急
増
を
示
し
、
優
に
五
、
六
倍
の
増
産
と
な
り
、
吸
煙
も
同
時
に
そ
れ
に
も
勝
る
急
増
を
示
し
た
。
吸
煙
は
中
国
の
み
で
な
く
、
シ
ヤ
ム
、
マ
レ
ー
、
蘭
領
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
シ
ナ
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
に
広
が
り
、
嗜
好
に
よ
る
深
浅
の
度
は
あ
れ
、
ア
ジ
ア
全
体
に
及
ん
だ
。
植
民
地
宗
主
国
は
イ
ン
ド
・
ア
ヘ
ン
の
貿
易
独
占
を
、
中
国
商
人
に
入
札
し
て
委
ね
、
中
国
商
人
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
を
結
び
植
民
地
住
民
（
農
民
）
へ
吸
煙
を
普
及
し
た
。
中
に
は
小
学
校
生
徒
へ
の
普
及
さ
え
現
出
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
吸
煙
普
及
は
さ
ま
ざ
ま
な
拘
束
慣
習
を
利
用
し
た
。
以
上
で
云
え
る
こ
と
は
ア
ヘ
ン
問
題
は
英
国
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
三
国
の
問
題
で
は
な
く
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
従
属
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
と
モ
ラ
ル
の
か
ら
み
合
っ
た
問
題
と
み
る
広
い
視
角
と
透
徹
さ
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
た
。（
以
上
、Brook
et.al.,op.cit.
の
諸
論
文
を
参
照
し
た
）
と
こ
ろ
で
一
九
〇
六
（
明
治
三
八
）
年
が
一
つ
の
転
換
の
年
で
あ
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
そ
の
時
は
国
際
的
政
治
経
済
に
と
っ
て
も
転
機
で
あ
っ
た
。
銀
貨
の
廃
貨
と
と
も
に
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
は
金
本
位
制
を
、
イ
ン
ド
は
金
為
替
本
位
制
、
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
ア
ジ
ア
（
実
質
上
は
中
国
）
へ
の
門
戸
開
放
政
策
の
開
始
、
中
国
政
府
の
ア
ヘ
ン
禁
制
の
明
確
な
意
志
表
示
な
ど
、
帝
国
主
義
の
展
開
と
制
圧
に
対
し
、
ア
ジ
ア
の
公
然
の
対
立
が
見
ら
れ
た
。
折
柄
日
本
は
戦
勝
も
あ
っ
て
、
中
国
分
割
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
と
熱
狂
的
に
求
め
る
臣
民
の
態
度
を
固
め
、
と
く
に
福
沢
諭
吉
も
そ
の
点
熱
狂
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
。
も
ち
ろ
ん
帝
国
主
義
諸
国
が
の
ち
の
ち
ま
で
、
同
じ
歩
調
に
終
始
し
た
と
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
て
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
中
国
農
民
の
ア
ヘ
ン
生
産
は
激
増
し
、
一
八
八
五
年
輸
入
量
八
万
二
〇
〇
〇
ピ
ク
ル
（
箱
）
の
と
こ
ろ
、
一
九
〇
〇
年
生
産
は
全
中
国
農
民
に
拡
が
り
、
三
〇
万
ピ
ク
ル
に
上
っ
た
。
一
九
二
〇
年
に
世
界
の
全
生
産
の
十
分
の
九
が
中
国
で
生
産
さ
れ
た
と
い
う
。（
メ
リ
ル
、
二
四
頁
）
他
方
で
は
、
ビ
ン
、
ワ
ン
ガ
氏
の
論
文
（
ブ
ル
ッ
ク
氏
ら
の
前
掲
書
、
一
八
九
頁
以
下
、
所
収
）
は
、
農
民
の
ア
ヘ
ン
へ
の
反
対
が
対
抗
的
で
あ
っ
た
の
が
、
精
神
的
倫
理
的
に
も
成
長
し
、
国
家
を
自
ら
に
●
●
●
●
●
●
つ
く
る
の
を
求
め
る
●
●
●
ま
で
に
も
成
熟
●
●
・
学
修
●
●
し
た
こ
と
、
ま
た
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ワ
イ
マ
ン
氏
の
論
文
（
前
掲
書
所
収
）
は
、
一
九
〇
四
年
約
二
七
万
ピ
ク
ル
生
産
に
拡
延
し
た
こ
と
、
ブ
ル
ッ
ク
氏
の
論
文
で
は
、
中
央
中
国
に
限
ら
れ
る
が
、
住
民
に
ア
ヘ
ン
が
「
配
給
」（
二
四
〇
万
ピ
ク
ル
）
さ
れ
、
ま
た
農
民
の
ケ
シ
（
ア
ヘ
ン
）
生
産
耕
作
の
全
廃
に
向
か
う
反
抗
（
二
九
六
ー
三
〇
〇
頁
）
三
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
の
実
情
、
ア
ヘ
ン
〔
生
産
〕
税
に
対
す
る
反
抗
〔
三
〇
二
ー
三
頁
〕、
ア
ヘ
ン
吸
煙
撲
滅
の
民
間
運
動
（
二
四
八
頁
以
下
）
が
「
全
国
反
阿
片
協
会
」
に
結
集
し
て
長
い
年
月
に
亘
り
広
範
な
運
動
を
く
り
拡
げ
て
い
た
実
情
を
詳
細
に
し
ら
べ
て
お
ら
れ
る
。（B
rook
et.al.,Ibid
）
こ
う
し
た
事
実
を
背
景
に
、
ま
た
吸
煙
の
害
毒
と
死
亡
、
疾
病
、
道
徳
的
退
廃
、
性
的
墮
落
の
た
め
、
政
府
は
一
九
〇
六
年
勅
令
を
発
し
、
以
後
の
一
〇
カ
年
で
内
外
の
生
産
廃
棄
を
宣
告
し
た
。
こ
の
と
き
米
英
と
は
じ
め
て
協
議
し
た
。（
前
述
）
イ
ギ
リ
ス
の
記
者
は
、
現
に
、
あ
る
地
方
で
減
産
に
転
じ
た
事
実
を
見
て
お
り
、
一
九
一
四
年
イ
ン
ド
政
府
（
英
国
領
）
も
中
国
へ
の
輸
出
中
止
を
採
用
し
た
。
一
九
一
七
年
北
京
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
は
ア
ヘ
ン
の
イ
ン
ド
で
の
生
産
を
事
実
全
廃
し
た
と
述
べ
た
。（
メ
リ
ル
、
一
八
ー
九
頁
。
こ
れ
は
Ｏ
Ａ
Ｃ
席
上
と
思
う
ー
引
用
者
）
３
　
国
際
的
ア
ヘ
ン
禁
制
協
定
と
日
本
の
対
策
最
初
の
国
際
的
麻
薬
統
制
運
動
（T
he
Shanghai
lnternational
O
pium
Com
m
ission,1909
）
は
上
海
に
お
い
て
一
九
〇
六
年
ア
メ
リ
カ
人
Ｃ
・
Ｅ
・
ブ
レ
ン
ト
（C.E.Brent,The
Episcopalbishop
of
The
Philippines
）
が
、
Ｕ
Ｓ
本
国
の
大
統
領
と
相
談
の
上
、
極
東
で
ア
ヘ
ン
問
題
を
調
査
す
る
た
め
、
米
国
が
重
要
●
●
な
ア
ヘ
ン
の
利
用
、
取
引
に
関
係
あ
る
国
●
●
●
●
●
を
招
じ
て
会
議
を
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
主
催
者
ブ
レ
ン
ト
は
、
英
、
佛
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
お
よ
び
日
本
を
呼
ん
だ
。
こ
こ
で
は
、
セ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
米
国
が
こ
の
問
題
で
、
あ
る
い
は
極
東
で
指
導
的
に
外
交
的
役
割
●
●
●
●
●
●
●
●
●
を
果
た
す
こ
と
に
、
決
意
を
示
し
た
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
、
西
欧
諸
国
と
指
導
的
地
位
の
入
れ
代
る
●
●
●
●
の
を
自
覚
し
て
い
た
。
国
際
的
外
交
の
指
導
的
地
位
を
ア
メ
リ
カ
が
握
っ
た
。
こ
の
会
議
で
は
と
く
に
内
容
上
に
立
ち
入
っ
て
お
ら
ず
、
近
々
そ
の
た
め
の
会
議
の
必
要
を
承
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
こ
の
会
議
の
経
過
を
読
む
と
二
つ
の
こ
と
が
浮
き
上
が
っ
て
い
た
。
第
一
は
日
本
が
、
不
正
●
●
な
ア
ヘ
ン
扱
い
を
是
正
●
●
す
る
策
に
つ
き
、
一
切
の
積
極
性
を
示
さ
ず
に
終
始
し
た
こ
と
。
そ
う
し
た
態
度
に
は
、
日
英
同
盟
を
極
め
て
重
要
な
頼
り
に
し
て
お
り
、
日
本
自
身
の
利
害
上
決
定
的
意
義
が
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
と
、
米
国
は
み
て
い
た
。
し
か
し
英
国
は
そ
の
と
り
止
め
に
ア
メ
リ
カ
の
云
い
出
し
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
応
ず
る
決
意
は
し
て
い
た
。
第
二
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
が
、
彼
は
中
国
の
ア
ヘ
ン
生
産
が
減
少
す
る
限
り
、
イ
ン
ド
・
ア
ヘ
ン
の
生
産
と
輸
出
（
と
く
に
中
国
へ
）
は
減
少
さ
せ
る
の
を
承
知
し
て
い
た
が
、
さ
も
な
け
れ
ば
す
ぐ
と
り
止
め
る
用
意
は
な
か
っ
た
。（
実
際
に
、
銀
貨
廃
貨
の
の
ち
ア
ヘ
ン
貿
易
は
急
減
し
、
作
付
は
廃
止
さ
れ
た
こ
と
、
前
述
し
た
。）
第
三
に
、
日
本
の
「
無
関
心
な
態
度
」
を
ど
う
み
る
か
に
つ
い
て
、
米
英
間
に
多
少
の
ち
が
い
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
中
国
へ
の
関
心
に
お
け
る
日
本
の
態
度
に
、
英
米
間
に
日
本
と
の
対
抗
上
の
差
が
あ
っ
た
た
め
と
思
う
。
し
か
し
日
本
の
密
貿
易
が
早
く
か
ら
大
量
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
英
米
で
は
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
）
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
同
じ
だ
っ
た
。
三
九
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
一
九
一
二
年
ハ
ー
グ
会
議
が
開
か
れ
た
時
、
日
本
は
米
国
に
促
さ
れ
て
の
参
加
で
あ
っ
た
の
は
、
日
本
は
密
貿
易
（sm
uggling
）
の
余
地
を
残
し
た
い
関
心
の
た
め
と
思
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
提
案
は
ア
ヘ
ン
の
生
産
、
取
引
、
消
費
の
全
面
廃
止
●
●
●
●
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
大
す
じ
で
賛
成
し
た
が
、
イ
ン
ド
・
ア
ヘ
ン
の
残
存
分
処
理
の
終
わ
る
ま
で
漸
減
し
て
ゆ
く
期
間
の
緩
和
を
求
め
た
。
他
方
で
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
と
同
一
歩
調
を
と
り
う
る
も
の
と
予
想
し
た
が
、
案
に
相
違
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
米
国
と
同
一
歩
調
を
と
っ
た
。
こ
の
会
議
で
日
本
は
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
次
の
、
一
九
一
九
ー
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
が
開
か
れ
た
と
き
に
は
、
日
本
は
ハ
ー
グ
会
議
決
定
事
項
に
対
す
る
態
度
表
明
が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
す
で
に
英
日
●
●
間
の
離
反
が
明
白
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
間
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
講
和
会
議
と
そ
れ
に
よ
る
国
際
連
盟
の
方
針
が
出
て
、
ハ
ー
グ
会
議
の
決
定
遂
行
を
一
層
社
会
正
義
、
民
族
主
権
に
副
う
も
の
に
強
め
ら
れ
た
。
日
本
は
こ
れ
を
受
け
つ
け
て
困
難
と
な
っ
た
。（Jennings,
op.cit.,P.62- 3
.
）
と
く
に
「
ア
ヘ
ン
監
視
委
員
会
（
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
は
米
国
の
「
太
平
洋
関
係
研
究
所
」、「
外
国
政
策
会
」
等
の
協
力
と
圧
力
の
下
、
Ｏ
Ａ
Ｃ
は
法
令
発
布
（
強
制
律
）
の
権
限
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
の
窮
境
は
一
層
苦
し
さ
を
増
し
た
。
の
ち
に
ふ
れ
る
こ
と
だ
が
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
て
も
Ｏ
Ａ
Ｃ
か
ら
は
す
ぐ
は
脱
退
せ
ず
（
の
ち
に
脱
退
）、
年
月
的
余
裕
を
え
て
漸
減
期
間
を
十
年
間
に
延
ば
し
て
貰
う
策
を
提
出
し
た
。
そ
の
一
方
で
そ
の
た
め
の
認
定
吸
煙
者
が
減
少
し
て
い
る
記
録
名
簿
を
示
し
つ
つ
、
不
認
定
吸
煙
者
（
不
登
録
の
秘
密
吸
煙
者
）
を
増
加
さ
せ
て
売
上
金
つ
ま
り
財
政
資
金
（
軍
事
費
）
の
調
達
を
は
か
っ
た
。
か
く
て
、
密
貿
易
と
不
認
定
吸
煙
者
拡
大
の
大
規
模
な
拡
大
が
、
大
き
な
支
柱
へ
と
一
変
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
ア
ヘ
ン
そ
の
も
の
が
財
政
資
金
（
軍
用
金
）
そ
の
も
の
へ
変
質
し
て
ゆ
く
。
第
四
章
　
ア
ヘ
ン
貿
易
拡
大
に
よ
る
財
政
資
金
の
拡
充
と
傀
儡
国
家
、
属
領
の
拡
大
こ
こ
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
ー
一
八
）
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
（
一
九
四
五
）
ま
で
を
扱
う
。
こ
の
間
お
こ
っ
た
こ
と
を
一
々
の
べ
な
い
が
、
す
べ
て
の
事
変
は
日
本
が
侵
略
し
た
謀
略
を
も
っ
て
お
こ
っ
た
こ
と
、
国
際
連
盟
●
●
●
●
脱
退
●
●
（
一
九
三
三
）
は
そ
れ
自
身
平
和
と
治
安
と
主
権
へ
の
犯
罪
●
●
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
民
主
主
義
へ
の
挑
戦
●
●
●
●
●
●
●
●
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
ア
ヘ
ン
の
役
割
お
よ
び
性
質
が
ど
の
よ
う
に
国
家
組
織
の
軸
心
と
し
て
の
連
結
性
を
固
め
た
か
、
「
そ
の
矛
盾
点
は
な
に
か
●
●
●
」
に
分
析
の
メ
ス
を
入
れ
る
。
な
お
事
変
等
の
名
称
は
変
遷
し
た
（
侵
略
者
の
都
合
か
ら
）
が
、
の
ち
に
（
太
平
洋
戦
争
＝
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
後
）、
支
那
事
変
を
日
中
戦
争
、「
東
ア
ジ
ア
新
秩
序
」
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
改
名
し
た
。
ナ
チ
ス
の
範
に
追
随
し
た
故
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
課
題
に
入
る
前
に
、
十
九
世
紀
経
済
（
明
治
時
代
）
は
弱
点
（
主
に
四
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
後
進
・
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
に
よ
る
欠
点
）
を
持
っ
て
い
た
か
を
確
か
め
て
お
く
。
第
一
は
、
製
薬
会
社
が
全
く
な
か
っ
た
た
め
、
薬
を
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
戦
争
に
お
け
る
負
傷
、
外
傷
に
つ
け
る
薬
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
製
鉄
会
社
が
な
か
っ
た
の
で
、
鉄
道
、
艦
船
、
大
砲
・
鉄
砲
の
弾
丸
が
輸
入
さ
れ
た
。
船
舶
の
内
装
は
手
仕
事
で
あ
っ
た
。
第
三
は
、
機
械
会
社
が
僅
か
し
か
な
か
っ
た
の
で
工
業
用
機
械
は
輸
入
し
た
。
第
四
に
、
最
後
に
、
証
券
会
社
は
な
き
に
等
し
か
っ
た
。
以
上
を
補
充
し
立
ち
上
げ
る
好
機
が
「
天
祐
」
と
さ
れ
た
第
一
次
大
戦
の
好
景
気
で
あ
っ
た
。
次
表
に
関
東
州
の
会
計
を
の
せ
た
の
は
、
植
民
地
・
属
領
を
獲
て
も
、
国
庫
補
助
金
の
支
出
が
大
変
多
く
な
る
こ
と
は
、
台
湾
、
朝
鮮
も
同
じ
で
内
地
（
中
央
）
政
府
の
困
窮
を
深
め
た
。
ア
ヘ
ン
が
収
入
を
上
げ
る
属
領
の
財
政
支
援
を
助
け
る
こ
と
は
、
国
庫
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
第
一
次
世
界
大
戦
期
は
参
戦
支
出
が
な
く
、
む
し
ろ
輸
出
品
の
増
加
、
騰
貴
に
与
っ
た
。
と
り
わ
け
ア
ヘ
ン
は
著
し
い
暴
騰
を
し
た
の
は
、
薬
剤
・
薬
品
の
極
端
な
品
薄
に
会
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
シ
ャ
、
ト
ル
コ
の
ア
ヘ
ン
は
モ
ル
ヒ
ネ
含
量
が
一
〇
％
以
上
の
良
品
で
、
普
通
品
の
倍
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
関
東
州
の
表
の
「
没
収
」
は
満
産
品
か
ら
の
不
認
定
品
の
せ
い
で
（
管
轄
が
ち
が
う
）、
売
値
は
約
十
倍
、
高
値
の
と
き
ペ
ル
シ
ャ
単
価
は
さ
ら
に
そ
の
倍
だ
っ
た
と
い
う
。
モ
ル
ヒ
ネ
の
急
騰
は
特
別
突
出
し
た
た
め
大
阪
の
問
屋
の
利
潤
は
巨
大
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
星
製
薬
会
社
が
莫
大
に
ア
ヘ
ン
を
輸
入
し
た
が
、
到
着
し
た
と
き
に
事
態
は
急
変
（
大
戦
の
終
わ
り
の
た
め
）
し
価
格
は
暴
落
し
た
。
星
製
薬
は
台
湾
の
後
四
一
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
第20表　1908～1918年度 関東都督府特別会計と地方費会計のなかで占める
国庫補充金と特許料収入（単位：万円）※
※『関東都督府統計書』各年版より。但し、特別会計総額からは前年度繰入金。地方費会計総額からは国庫
補充金からの国庫補助金と前年度剰余繰入金を除く。山田豪一，満州国の阿片専売，2002.p21
年　　　度 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918
特別会計歳入
うち国庫補充金
地方費会計歳入
うち特許料収入
454
309
80
2.1
452
296
87.5
8.3
561
362
89.2
8.6
578
369
87.6
8.9
501
312
87.2
10.2
474
235
91.7
13.2
438
223
106
20.4
419
194
312
228
484
201
351
259
565
201
641
542
676
201
643
489
第21表　1915～1919年度 関東都督府の没収量、没収価額と売下量、売下価額一覧※
※『関東州阿片制度誌』、475頁、479頁より。山田豪一，前掲書，p88
年　　　度 1915 1916 1917 1918 1919
没収阿片没収量（貫）
〃　没収価額（円）
〃　没収単価（十匁：円）
没収阿片売下量（貫）
〃　売下価額（円）
〃　売下単価（十匁：円）
ペルシャ阿片売下単価
183
13,180
0.72
144
47,773
3.32
4.05
380
30,161
0.79
363
146,519
4.53
5.94
554
44,260
0.80
505
302,780
6.00
7.75
670
46,668
0.70
670
455,596
9.59
14.55
698
19,279
0.32
698
333,833
4.08
10.09
藤
の
後
楯
も
あ
り
横
浜
税
関
の
保
税
倉
に
無
料
で
何
年
も
保
管
し
、
折
を
み
て
中
国
に
輸
出
し
た
。（
一
般
に
関
東
州
の
大
連
自
由
港
に
送
り
再
輸
出
す
る
。
こ
れ
は
計
上
し
な
い
。
た
め
に
英
輸
出
量
と
日
本
輸
入
に
大
き
な
差
が
生
ず
る
。）
星
は
の
ち
政
権
政
党
が
変
わ
り
、
内
務
省
か
ら
告
訴
さ
れ
倒
産
し
た
が
無
罪
だ
っ
た
と
い
う
。（
星
新
一
「
人
民
は
弱
し
官
吏
は
強
し
」
文
芸
春
秋
社
、
昭
和
四
二
年
）
四
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
図３　阿片の密売・輸入価格の推移（大正元年～大正13年8月）
出所：大連ペルシャ阿片の密売価格は大正元～６年、野波静雄「国際阿片問題」
106～107頁。
大正７年１月～大正10年３月は、大井静雄「阿片事件真相」11～12頁。
大正13年８月　安東相場は４円50銭（外務省「支那ニ於ケル阿片魔薬品」
２p）。
大正11年12月　宏済善堂相場５円50銭（藤原鉄太郎「阿片制度調査報告」
168p）。
ペルシャ阿片輸入価格は「台湾阿片志」177～180pより。山田豪一，オー
ルド上海阿片事情，1995 p.44
第22表　朝鮮のアヘン耕作面積と
生産額の増加
（注）4kg当り120円とすれば、百万円を
超えた。
F.T.Merrill, Japan and The Opium
Menace,1942,P78
本書は日米開戦時、アジア地区のアヘ
ン栽培を調査のうえ、日本を位置づけ
るという形で、分析結果を上げたが、
わが国に類書は一冊もない。
耕作面積
（ヘクタール）
年次
生 産 量
（キログラム）
1928
30
32
33
34
35
36
37
38
415
735
1,067
2,240
2,177
2,481
2,384
2,556
5,007
808
1,400
7,634
14,058
11,339
18,345
27,305
28,847
35,694
１
　
大
戦
景
気
と
ア
ヘ
ン
貿
易
日
本
の
大
戦
好
景
気
期
に
と
っ
た
対
策
は
三
つ
あ
っ
た
。（
１
）
は
ア
ヘ
ン
の
増
産
で
、
大
阪
府
を
中
心
に
近
辺
数
県
で
あ
っ
た
が
、
増
産
を
奨
励
し
、
有
名
な
二
反
長
音
蔵
氏
が
技
術
指
導
し
た
。
彼
は
ま
た
台
湾
総
督
府
の
技
師
と
採
用
さ
れ
、
台
湾
の
耕
作
改
善
、
改
良
に
任
じ
た
が
、
両
方
と
も
成
功
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
品
種
改
善
と
は
モ
ル
ヒ
ネ
含
有
割
合
の
多
い
の
を
目
ざ
す
の
だ
が
、
一
般
に
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
製
薬
会
社
は
こ
の
時
期
、
多
く
設
立
を
み
た
の
で
あ
る
。
星
、
内
外
製
薬
、
大
日
本
、
ラ
デ
イ
ウ
ム
な
ど
が
あ
っ
た
が
星
が
大
き
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
政
府
は
薬
品
を
主
と
し
て
い
た
が
、
景
気
が
去
る
と
財
政
収
入
の
目
標
に
傾
い
た
。
（
２
）
ア
ヘ
ン
増
産
は
収
入
に
力
点
を
移
す
と
一
層
産
出
を
品
質
向
上
で
な
く
量
的
拡
大
に
狂
奔
し
た
。
朝
鮮
は
初
期
は
収
量
も
少
な
か
っ
た
し
、
品
質
は
低
い
が
安
価
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
の
ち
に
は
モ
ル
ヒ
ネ
、
ヘ
ロ
イ
ン
を
も
産
出
し
た
。
同
時
に
、
ヌ
ン
チ
ュ
リ
ア
、
内
蒙
古
、
北
支
自
治
領
（
以
上
、
支
配
地
）
な
ど
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
（
の
ち
満
州
国
）
と
と
も
増
産
し
た
。
量
と
並
ぶ
価
格
●
●
上
の
ピ
ー
ク
は
一
九
二
〇
年
恐
慌
で
、
以
後
は
長
期
下
降
●
●
●
●
不
況
に
入
っ
た
。
し
か
し
増
産
は
続
き
、
高
品
質
を
ね
ら
う
と
い
う
の
で
は
な
く
民
間
吸
煙
の
高
・
中
・
低
品
質
と
多
様
化
と
多
量
消
費
へ
力
点
を
お
い
て
行
っ
た
。
（
３
）
ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
取
引
は
極
め
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
台
湾
、
朝
鮮
が
大
規
模
で
あ
っ
た
と
い
う
（
中
国
語
が
自
由
な
こ
と
も
あ
ろ
う
）
が
、
大
連
自
由
港
、
横
浜
の
保
税
倉
庫
、
中
国
の
上
海
、
安
東
な
ど
が
中
心
市
地
場
と
さ
れ
た
が
、
日
本
で
は
モ
ル
ヒ
ネ
（
薬
品
）
の
み
が
合
法
的
品
目
で
あ
っ
た
。
不
許
可
取
引
（
密
貿
易
）
と
は
ア
ヘ
ン
の
薬
用
部
分
を
抽
出
す
れ
ば
、
他
は
廃
棄
す
る
国
際
規
約
の
と
こ
ろ
専
売
制
度
を
利
用
し
不
法
吸
煙
用
に
横
流
し
、
そ
れ
を
嗜
好
な
い
し
常
用
に
つ
く
っ
て
売
り
つ
け
る
。
中
国
人
に
不
許
可
常
用
品
の
も
の
を
日
本
人
が
押
し
売
り
し
た
。
（
４
）
最
後
に
中
国
の
状
況
に
ふ
れ
る
。
中
国
は
政
府
中
心
に
「
新
生
活
運
動
」
（The
N
ew
Life
M
o
v
em
ent
）
を
展
開
し
、
運
動
の
も
り
上
り
に
は
地
域
差
は
あ
っ
た
が
、
消
費
、
生
産
の
廃
止
を
つ
た
え
、
ポ
ス
タ
ー
を
張
る
な
ど
宣
伝
し
、
厳
し
い
処
罪
を
伴
っ
て
活
発
化
し
た
。（B
rooks
et.al.,Ibid.
）
蒋
介
石
に
な
っ
て
も
彼
は
対
日
反
対
運
動
を
も
り
上
げ
、
英
米
と
く
に
米
国
は
宗
教
運
動
も
加
わ
り
中
国
側
に
加
担
し
た
。
こ
れ
は
国
際
的
与
論
と
一
般
民
衆
の
盛
り
上
り
を
背
景
と
し
た
。
日
本
は
こ
れ
ら
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
右
翼
や
大
陸
浪
人
を
大
量
に
仕
立
て
て
送
り
込
み
、
な
か
に
は
軍
人
が
売
り
込
み
、
商
店
主
と
扮
装
し
て
、
吸
煙
用
品
等
を
強
制
的
に
売
り
、
ア
ヘ
ン
煙
店
、
飲
店
等
を
大
量
に
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
、
軍
や
政
府
が
援
助
し
て
く
り
広
げ
た
と
い
う
。（
山
田
豪
一
編
著
、
オ
ー
ル
ド
上
海
、
一
九
九
五
年
、
そ
の
他
、
マ
ツ
コ
イ
、
ヘ
ロ
イ
ン
（
上
・
下
）
な
ど
）
こ
れ
を
国
際
連
盟
や
Ｏ
Ａ
Ｃ
に
は
、
言
葉
で
は
同
意
し
、
裏
面
で
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
密
貿
易
や
不
法
吸
煙
を
押
し
つ
け
た
。
そ
の
対
立
は
不
況
の
深
化
と
と
も
に
明
確
四
三
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
な
対
抗
関
係
へ
と
深
化
し
た
。（cf
・M
erril,or,Jennings
）
こ
の
頃
に
、
二
つ
の
変
化
が
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
は
中
国
人
民
の
間
に
二
つ
の
明
確
な
態
度
が
現
れ
た
。
一
つ
は
日
本
か
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
、
日
本
に
組
し
て
ア
ヘ
ン
吸
煙
の
再
現
と
日
本
と
友
好
を
と
り
結
ぶ
反
中
国
的
中
国
商
人
、
政
治
家
の
出
現
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
中
国
人
運
動
は
中
国
人
の
結
集
を
固
め
て
日
本
侵
略
を
お
し
返
そ
う
と
す
る
運
動
が
芽
生
え
た
。
そ
の
な
か
で
最
も
重
要
な
世
界
史
的
興
起
は
、
上
海
の
大
学
生
を
中
心
と
し
た
五
四
運
動
●
●
●
●
（M
ay
F
o
u
rM
ovem
ent
）
で
あ
っ
た
。
中
国
は
こ
れ
を
転
機
に
覚
醒
へ
向
か
っ
た
。
他
の
一
つ
は
日
本
の
政
治
に
お
こ
っ
た
。
ア
ヘ
ン
の
広
範
な
密
売
は
す
で
に
商
売
の
枠
を
こ
え
、
性
格
を
変
化
さ
せ
財
政
的
資
金
の
た
め
の
侵
略
へ
と
な
っ
た
。
そ
の
例
は
台
湾
総
督
府
の
財
政
に
み
ら
れ
る
が
、
第
二
次
大
戦
敗
北
時
点
ま
で
ア
ヘ
ン
密
貿
易
収
入
は
大
き
く
、
一
九
二
〇
年
総
収
入
の
約
一
〇
％
、
一
九
三
〇
年
で
四
・
四
％
を
保
ち
、
財
政
上
重
要
な
一
項
目
だ
っ
た
。（Jennings,op.cit.,P.29
）
２
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
国
際
的
貿
易
、
金
融
構
造
の
変
化
（
１
）
国
際
的
貿
易
・
金
本
位
体
制
の
崩
壊
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
参
戦
国
に
は
じ
め
て
国
民
的
総
動
員
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
戦
争
を
軸
に
経
済
、
政
治
、
文
化
、
女
性
、
自
然
と
す
べ
て
の
生
活
と
福
祉
に
、
急
激
な
全
面
的
集
中
を
経
験
し
た
。
国
際
的
に
も
大
き
い
変
化
を
求
め
ら
れ
た
。
ま
え
に
も
み
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
の
貿
易
関
係
が
逆
転
し
て
ゆ
く
変
化
、
兵
員
動
員
も
本
国
兵
員
は
一
部
分
と
武
器
武
具
が
下
部
従
属
員
が
使
用
し
た
。
他
方
経
済
面
で
イ
ギ
リ
ス
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
イ
ン
ド
か
ら
基
軸
綿
業
の
原
料
綿
花
を
求
め
て
い
た
も
の
が
、
原
料
を
ア
フ
リ
カ
に
仕
入
地
を
か
え
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
ア
ヘ
ン
を
イ
ン
ド
で
強
制
作
付
を
強
い
て
、
中
国
に
輸
出
し
て
銀
を
入
手
す
る
必
要
は
稀
薄
と
な
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
貿
易
量
を
支
配
し
、
一
八
七
〇
年
代
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
が
金
本
制
と
な
り
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
ア
メ
リ
カ
は
一
八
七
九
年
金
本
位
制
に
入
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
銀
価
格
は
、
一
八
七
〇
年
１
オ
ン
ス
　
４
シ
ル
／
２
ペ
ン
ス
か
ら
、
５
シ
ル
／
２
ペ
ン
ス
の
間
に
あ
っ
た
が
、
一
八
七
二
●
●
●
●
年
よ
り
低
下
し
始
め
、
一
八
八
六
年
３
シ
ル
／
10
ペ
ン
ス
、
一
八
九
〇
年
、
２
シ
ル
／
６
ペ
ン
ス
に
低
下
、
財
政
歳
入
に
占
め
る
資
本
歳
出
の
割
合
は
、
一
九
一
三
ー
一
四
年
一
〇
三
％
か
ら
、
一
九
一
八
ー
一
九
年
に
、
僅
か
三
六
％
と
な
り
財
政
は
赤
字
、
金
貯
蔵
を
失
い
、
赤
字
分
は
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
か
ら
借
款
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
金
の
偏
在
は
24
表
の
よ
う
に
激
変
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
●
●
●
●
の
世
界
金
本
●
●
●
●
位
制
●
●
は
そ
の
地
位
を
失
い
、
金
本
位
制
に
復
帰
す
べ
く
、
そ
し
て
世
界
の
旧
秩
序
の
維
持
に
努
力
を
重
ね
た
挙
句
、
一
九
二
五
年
Ｕ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
借
入
金
の
承
認
四
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
第23表　金の偏在（％）
フェヴァー，ポンド・スターリン
グ，p.381-2
1913
1925
大陸ヨーロッパ
イギリス
ＵＳアメリカ
イギリス
ヨーロッパ
ＵＳアメリカ
54
9
24
7
25
45
四
五
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
図４　銀価格（ロンドン）と中国為替価格
（注）（１）CHART  SHOWING  THE  INTER-CONNECTION BETWEEN  THE PRICE  OF  SILVER  ON  THE
LONDON  MARKET  AND  THE  CHINESE  EXCHANGE  QUOTATIONS
（２）Ｔ.Ｔは電信送金（為替）の略。
（３）資料：Spolding, Eastern Exchang, Appendix.による。
の
う
え
、
つ
ま
り
金
為
替
●
●
本
位
制
の
形
を
と
っ
て
復
位
し
た
。
そ
の
本
質
は
、「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ー
ド
ル
為
替
相
場
」
が
決
定
的
な
点
で
、
金
地
金
（
為
替
）
本
位
制
（
フ
ェ
ヴ
ァ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
『
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
』
一
九
六
二
年
三
七
六
）
は
い
わ
ば
「
う
わ
べ
だ
け
」
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
為
替
と
く
に
銀
の
暴
騰
に
よ
る
景
気
の
急
変
を
と
も
な
っ
た
。
世
界
資
本
主
義
は
こ
こ
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。
資
本
主
義
国
の
貿
易
は
金
貯
蔵
を
保
持
し
、
銀
行
●
●
と
為
替
●
●
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
巨
大
な
植
民
地
に
囲
ま
れ
た
大
英
帝
国
●
●
●
●
が
世
界
大
戦
に
よ
り
一
挙
に
財
政
が
空
っ
ぽ
に
崩
壊
し
た
こ
と
は
、
息
の
根
の
止
ま
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
全
世
界
に
与
え
た
。
こ
の
大
戦
争
に
よ
り
外
国
為
替
市
場
は
大
混
乱
し
金
の
ア
メ
リ
カ
偏
在
は
極
端
と
な
り
、
す
べ
て
の
国
は
国
際
的
決
裁
制
度
か
ら
離
脱
し
双
務
的
取
引
へ
移
っ
た
。（
八
九
四
ー
五
頁
）
日
本
の
在
外
正
貨
●
●
●
●
●
●
●
は
一
九
一
六
年
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
り
、
流
動
性
は
停
止
し
た
。
（
２
）
ア
ジ
ア
諸
国
の
戦
後
状
況
と
未
来
規
定
性
の
現
出
第
一
次
世
界
大
戦
は
歴
史
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
、
国
民
的
総
動
員
を
必
要
と
し
た
世
界
的
規
模
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
隠
れ
て
い
た
国
民
的
結
集
が
、
外
的
刺
激
に
よ
る
に
せ
よ
、
目
の
前
に
現
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
未
来
性
に
お
い
て
可
能
性
を
思
考
す
る
好
機
会
と
な
っ
た
。
武
田
清
子
さ
ん
の
「
か
く
れ
た
文
化
」
（
ア
ー
キ
タ
イ
プ
）
は
心
理
学
的
用
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
視
点
を
合
わ
せ
て
「
潜
在
的
な
政
治
・
経
済
的
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」
が
長
期
未
来
的
に
作
用
す
る
も
の
を
、
つ
ま
り
矛
盾
の
具
体
的
形
態
を
え
ぐ
る
試
み
を
す
る
。
こ
れ
は
溝
口
雄
三
氏
が
「
否
定
の
原
型
」
と
し
知
の
動
桟
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
回
●
●
の
原
動
力
と
把
握
す
る
の
と
表
裏
す
る
と
思
う
。（
武
田
清
子
そ
の
他
「
日
本
文
化
の
か
く
れ
た
形かた
」
岩
波
現
代
文
庫
二
〇
〇
冊
、
溝
口
雄
三
「
否
定
の
造
型
」『
Ｕ．
Ｐ．
』
二
〇
〇
四
年
十
月
）
以
下
は
主
に
ス
ポ
ル
デ
ン
グ
に
依
拠
し
、
イ
ン
ド
、
中
国
お
よ
び
日
本
の
、
貿
易
収
支
、
資
本
収
支
お
よ
び
借
款
（
授
受
）
の
モ
デ
ル
を
対
比
し
て
み
る
。
政
治
経
済
の
長
期
モ
デ
ル
は
植
民
地
・
従
属
性
に
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
（
３
）
イ
ン
ド
、
中
国
お
よ
び
日
本
の
政
治
経
済
原
型
比
較
周
知
の
こ
と
だ
が
世
界
経
済
は
金
本
位
制
と
為
替
を
土
台
と
し
た
貿
易
に
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
平
常
な
経
常
収
支
と
資
本
収
支
が
各
国
を
ふ
く
ん
で
連
帯
さ
れ
た
世
界
で
の
み
、
国
民
経
済
は
自
己
自
律
と
自
己
充
足
が
成
り
立
つ
。
そ
れ
故
経
常
収
支
の
尋
常
な
成
長
と
そ
の
上
で
の
投
資
と
回
収
が
あ
り
う
る
。
そ
の
逆
も
勿
論
な
り
立
つ
。
ス
ポ
ル
デ
ン
グ
は
と
く
に
投
資
（
証
券
投
資
）
を
重
視
し
、
し
た
が
っ
て
、
生
産
的
支
出
●
●
●
●
●
と
不
生
産
的
支
出
●
●
●
●
●
●
の
差
異
を
設
け
て
区
別
す
る
。
同
じ
よ
う
な
区
別
は
、
フ
ァ
ガ
ソ
ン
が
『
コ
ロ
ス
ス
』（2004
.C
hapt,5
）
に
お
い
て
二
〇
世
紀
以
降
イ
ギ
リ
ス
帝
国
が
「
エ
ン
パ
イ
ア
」
内
に
投
資
を
集
中
し
て
い
る
実
態
を
紹
介
し
、「
自
由
帝
国
」
と
「
失
敗
帝
国
」
区
別
し
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ル
デ
ン
グ
説
と
照
応
し
て
い
る
。
私
見
で
は
、
投
資
が
経
常
収
支
を
拡
大
す
る
（
再
四
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
生
産
拡
大
蓄
積
）
と
経
常
収
支
に
戻
っ
て
拡
大
し
な
い
（
再
生
産
か
ら
離
脱
す
る
蓄
積
）
と
に
分
け
ら
れ
、
後
者
は
侵
略
的
対
立
に
由
来
し
、
世
界
経
済
圏
外
に
孤
立
す
る
。
（
４
）
ア
ジ
ア
経
済
類
型
の
比
較
考
察
イ
ン
ド
イ
ン
ド
経
済
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
は
一
つ
の
基
準
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
貿
易
関
係
で
み
る
と
第
１
表
に
あ
る
よ
う
に
、
は
じ
め
、
（
一
八
七
〇
）
綿
・
ア
ヘ
ン
・
米
・
ジ
ュ
ー
ト
の
順
が
、
の
ち
、（
一
九
三
〇
）
ジ
ュ
ー
ト
と
製
品
が
一
位
、
綿
、
茶
、
米
の
順
で
、
ア
ヘ
ン
は
一
割
以
下
と
な
っ
た
。
経
常
収
入
は
、
ほ
ぼ
五
〇
％
収
支
で
差
額
は
少
な
く
、
資
本
収
入
は
意
外
に
減
額
に
向
か
っ
て
イ
ギ
リ
ス
投
資
に
僅
少
と
な
り
、
全
体
の
全
体
の
国
際
収
支
は
常
に
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
収
入
は
、
は
じ
め
、
鉄
道
、
関
税
、
所
得
税
で
五
四
％
、
ア
ヘ
ン
は
三
％
が
、
の
ち
関
税
四
一
％
鉄
道
二
七
％
所
得
税
十
三
％
で
、
以
上
、
三
者
計
八
一
％
、
土
地
、
ア
ヘ
ン
と
も
0.1
・
0.4
％
と
な
っ
て
い
た
。
（Tom
linson,1979
P
は
表
に
よ
る
）
ま
と
め
た
特
徴
は
、
①
自
立
化
自
己
律
動
的
で
②
国
民
統
一
に
向
か
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
経
済
発
展
と
国
民
統
一
と
道
徳
自
律
と
が
結
合
し
強
化
し
て
い
っ
て
い
る
。
中
　
国
中
国
の
貿
易
は
時
期
的
に
限
界
が
統
計
上
は
あ
る
が
、
輸
出
は
茶
と
絹
と
同
製
品
で
大
半
を
占
め
、
輸
入
は
は
じ
め
ア
ヘ
ン
と
綿
製
品
で
大
半
が
、
の
ち
綿
糸
と
同
製
品
で
大
半
と
な
り
、
ア
ヘ
ン
は
そ
の
次
と
な
っ
た
。
収
支
は
入
超
が
常
で
あ
る
が
、
名
目
価
格
と
実
質
価
格
に
大
き
い
幅
が
あ
っ
た
。（
森
、
初
期
独
占
論
、
一
九
六
九
年
）
為
替
取
引
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
中
央
政
府
が
全
国
を
把
握
で
き
な
い
故
で
あ
る
。
ス
ポ
ル
デ
ン
グ
の
対
英
貿
易
統
計
、
中
国
の
輸
出
入
、
英
属
領
の
英
総
額
に
占
め
る
割
合
な
ど
、
す
べ
て
第
一
次
大
戦
前
後
の
数
値
で
あ
る
（
三
九
〇
頁
以
下
）
が
、
輸
出
入
差
は
大
き
い
差
は
な
く
、
対
英
貿
易
は
入
超
な
が
ら
、
伸
び
率
は
輸
出
が
大
幅
に
上
回
っ
た
。
属
領
で
は
ホ
ン
コ
ン
が
占
有
率
が
大
き
い
。
以
下
か
ら
型
と
し
て
は
自
立
律
動
的
再
生
産
編
入
型
で
国
民
統
一
と
両
立
し
て
い
る
。
外
国
為
替
は
投
資
を
さ
れ
る
側
で
出
す
こ
と
は
な
い
。
銀
行
は
上
海
に
海
外
銀
行
が
多
く
、
外
為
業
務
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
が
、
海
外
銀
行
と
は
信
頼
厚
い
こ
と
が
有
利
で
あ
っ
た
。
一
般
に
中
国
商
人
の
輸
入
業
者
に
は
「
銀
行
信
用
」
（B
ank
Credit
）
を
手
易
く
与
え
る
（
つ
ま
り
貸
越
）
の
に
対
し
、
輸
出
業
者
に
は
「
書
式
信
用
」（D
ocum
entary
C
redit
）
と
い
っ
て
、
書
式
と
規
則
は
は
き
び
し
い
。
し
か
し
「
銀
行
信
用
」
に
「
移
し
換
え
る
」（riggings
）
と
い
う
手
続
き
で
手
形
割
引
は
難
な
く
行
え
る
。（Spalding,393
,360
.P
）
な
お
表
で
上
海
、
香
港
の
差
は
、
造
幣
上
組
成
の
違
い
と
思
わ
れ
る
。
中
国
内
コ
イ
ン
の
造
幣
所
は
一
〇
カ
所
以
上
あ
り
、
為
替
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
く
。
以
上
で
型
を
み
る
の
を
終
わ
る
が
、
イ
四
七
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
ン
ド
と
同
種
で
、
自
己
自
律
型
で
国
民
的
結
集
と
規
律
の
き
び
し
さ
が
両
立
し
結
び
つ
き
合
う
型
で
あ
っ
た
。
日
　
本
日
本
は
イ
ン
ド
、
中
国
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
大
き
く
違
っ
て
い
た
。（
１
）
貿
易
は
輸
出
品
が
単
一
で
恒
常
的
に
赤
字
、
そ
の
土
台
（
は
で
き
て
い
な
い
の
に
）
に
、
恒
常
的
借
款
に
よ
っ
た
。（
２
）
借
款
は
自
立
律
動
的
に
投
下
さ
れ
ず
、
貿
易
の
質
量
的
多
様
化
拡
大
に
編
入
さ
れ
ず
、
不
再
生
産
型
●
●
●
●
●
で
あ
っ
た
。（
３
）
国
家
財
政
（
歳
入
）
は
ス
ポ
ル
デ
ン
グ
の
計
算
に
よ
る
と
、
七
〇
●
●
％
以
上
が
農
地
、
農
業
に
依
存
し
て
い
た
。（
４
）
借
款
は
海
外
領
土
開
発
、
確
保
に
用
い
ら
れ
、
中
国
従
属
化
が
唯
一
の
活
躍
、
目
標
と
な
っ
た
。（
５
）
経
済
発
展
と
国
民
の
分
裂
、
道
徳
的
退
廃
と
が
深
ま
る
型
、「
失
敗
国
家
」
的
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
な
っ
た
。
（
５
）
ア
ヘ
ン
取
引
の
変
質
と
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
さ
て
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
の
財
政
を
み
よ
う
。
日
本
は
大
戦
期
間
飛
躍
的
に
大
規
模
な
拡
大
を
し
た
が
、
貿
易
が
黒
字
と
な
っ
た
の
は
僅
か
二
年
間
に
す
ぎ
ず
、
海
外
か
ら
の
借
款
を
返
済
で
き
な
い
ま
ま
、
反
転
し
て
、
長
期
大
不
●
●
●
●
況●
の
路
線
を
急
下
降
し
た
。
内
地
、
植
民
地
と
も
大
幅
な
貿
易
赤
字
を
累
積
し
た
。
い
ま
星
製
薬
会
社
の
営
業
状
態
に
よ
る
と
、
戦
間
期
、
大
き
な
薬
品
販
売
の
利
潤
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
ヘ
ン
の
ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ン
ド
品
種
を
一
層
大
量
に
輸
入
し
た
が
終
戦
と
と
も
に
価
格
は
暴
落
し
た
。
そ
こ
で
横
浜
税
関
の
保
税
倉
庫
に
無
料
で
保
管
、
数
年
を
す
ご
し
た
。
と
こ
ろ
が
政
変
と
と
も
に
告
訴
さ
れ
て
ア
ヘ
ン
は
中
国
に
売
却
、
の
ち
倒
産
し
た
。
ア
ヘ
ン
は
（
１
）
製
薬
用
か
ら
密
貿
易
用
に
（
２
）
中
国
民
衆
の
常
用
と
そ
れ
に
よ
る
販
売
利
益
へ
と
方
向
を
転
換
し
た
。
こ
の
場
合
国
際
規
制
と
監
視
を
免
れ
る
た
め
に
利
用
し
た
の
が
、
保
税
倉
庫
と
大
連
自
由
港
制
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
南
満
州
鉄
道
会
社
の
列
車
と
同
社
の
附
属
用
地
、
お
よ
び
、
と
く
に
朝
鮮
と
満
州
〔
の
ち
「
満
州
国
」
と
な
る
〕
の
境
界
の
無
関
税
地
域
〔
治
外
地
域
〕
が
利
用
さ
れ
た
。
ア
ヘ
ン
は
か
く
て
貨
幣
獲
得
手
段
へ
と
転
化
し
た
。
そ
れ
は
国
家
財
政
赤
字
を
補
充
す
る
必
要
が
緊
迫
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
は
ア
ヘ
ン
を
販
売
し
て
財
政
資
金
を
調
達
す
る
た
め
（
戦
時
財
政
の
た
め
）
輸
入
し
た
良
品
ア
ヘ
ン
と
、
朝
鮮
、
満
州
、
内
蒙
古
、
北
支
に
お
け
る
急
増
産
し
た
低
品
質
、
低
価
価
ア
ヘ
ン
を
混
ぜ
、
あ
る
い
は
タ
バ
コ
、
粗
木
材
、
粗
鉄
く
ず
と
混
ぜ
た
、
安
価
な
も
の
を
容
易
し
、
嗜
好
用
、
一
時
的
な
い
し
長
期
的
常
用
者
用
を
準
備
し
、
ま
た
販
売
施
設
を
小
規
模
の
も
の
を
多
数
用
意
し
て
販
売
者
と
と
も
に
送
り
込
ん
だ
。
大
陸
浪
人
、
右
翼
と
呼
ば
れ
た
人
が
（
軍
人
も
姿
を
か
え
）
中
国
に
送
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
が
満
州
事
変
、
上
海
事
変
頃
ま
で
の
姿
で
、
ア
ヘ
ン
吸
煙
用
販
売
政
府
は
、
付
随
的
な
も
の
で
な
く
重
要
政
策
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
輸
出
品
が
品
目
が
数
少
な
く
な
っ
た
た
め
と
、
大
長
期
不
況
に
関
東
大
震
災
が
加
わ
り
、
借
款
の
余
地
が
ア
メ
リ
カ
の
在
外
正
貨
の
と
り
崩
し
●
●
●
●
と
消
尽
の
た
め
に
、
極
め
て
財
政
困
難
な
「
国
難
」
に
陥
り
、
さ
ら
に
金
融
恐
慌
（
一
九
二
七
年
）
で
苦
境
が
露
呈
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
当
局
は
銀
行
の
整
理
と
集
中
、
金
属
回
四
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
収
の
場
当
り
に
訴
え
た
。
も
は
や
侵
略
に
訴
え
る
窮
地
に
陥
っ
た
。
加
え
て
世
界
大
恐
慌
が
折
り
重
な
っ
て
き
た
。
他
方
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
平
和
、
民
主
、
国
民
が
原
則
化
さ
れ
、
ア
ヘ
ン
は
全
面
廃
止
と
な
り
、
そ
の
た
め
「
ア
ヘ
ン
諮
問
委
員
会
」（
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
の
監
視
の
下
に
お
か
れ
た
。
日
本
は
戦
間
期
中
国
大
陸
に
進
出
し
、
有
名
な
二
十
一
ヶ
条
要
求
を
お
し
つ
け
た
が
列
国
の
反
対
に
あ
っ
て
控
え
た
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
北
支
や
満
州
地
方
は
英
米
独
仏
露
そ
の
他
中
国
へ
の
分
割
進
出
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
ボ
ッ
プ
・
ワ
カ
バ
ヤ
シ
氏
は
「
北
京
の
「
夢
枕
」
と
「
支
那
帝
国
の
分
割
の
図
」
を
か
か
げ
、
福
沢
諭
吉
の
指
示
で
今
泉
秀
太
郎
氏
版
画
で
つ
く
っ
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
〔
福
沢
〕
の
眼
か
ら
、
西
欧
に
お
く
れ
ぬ
よ
う
に
加
わ
る
こ
と
は
選
択
の
余
地
が
な
い
」
と
認
め
て
い
た
と
い
う
。
こ
と
ア
ヘ
ン
は
英
国
は
す
で
に
人
道
上
の
こ
と
と
認
め
止
め
て
い
た
が
、
日
本
は
逆
に
列
国
に
お
く
れ
て
な
ら
な
い
と
し
た
と
解
説
し
た
。（
七
二
ー
七
三
頁
）
英
米
は
指
導
的
立
場
か
ら
日
本
と
の
利
害
の
対
立
か
ら
軍
縮
問
題
を
出
し
て
日
本
を
押
さ
え
よ
う
と
し
た
が
、
日
本
は
中
国
へ
の
侵
略
と
戦
略
を
拡
げ
「
満
州
事
変
」
か
ら
「
満
州
国
」
設
立
へ
と
進
ん
だ
。
続
い
て
「
国
際
連
盟
」
を
離
脱
し
、
平
和
と
民
主
主
義
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し
侵
略
を
行
っ
た
。
し
か
し
は
じ
め
Ｏ
Ａ
Ｃ
か
ら
は
脱
会
せ
ず
、
ア
ヘ
ン
取
引
・
吸
煙
・
の
廃
止
を
み
と
め
つ
つ
も
漸
減
策
へ
緩
め
て
貰
っ
た
。
満
州
国
は
一
〇
年
、
王
精
衛
カ
イ
ラ
イ
政
府
は
六
年
の
間
に
廃
止
す
る
と
の
合
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
日
本
側
委
員
は
天
羽
英
二
（
元
国
連
大
使
）
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
満
州
国
建
設
の
失
敗
を
み
て
、
行
政
的
充
実
の
必
要
を
感
じ
、
興
亜
運
動
を
進
め
る
興
和
会
を
設
立
し
て
会
長
を
首
相
と
し
た
。
こ
う
し
て
漸
減
政
策
に
合
意
し
形
式
は
ふ
み
つ
つ
、
他
方
不
認
可
吸
煙
者
の
増
加
、
ア
ヘ
ン
密
貿
易
と
秘
密
吸
煙
用
ア
ヘ
ン
の
密
売
を
大
規
模
に
拡
大
し
て
戦
時
財
政
す
な
わ
ち
軍
用
資
金
と
し
た
。
３
　
ア
ヘ
ン
の
貨
幣
化
と
戦
争
遂
行
の
た
め
の
戦
費
調
達
か
ら
、
戦
費
の
た
め
の
戦
争
へ
の
逆
転
ー
戦
争
が
戦
争
を
生
む
戦
争
継
続
の
必
然
性
ー
（
１
）
ア
ヘ
ン
の
貨
幣
化
の
経
済
分
析
（
そ
の
一
）
こ
こ
で
は
①
ア
ヘ
ン
が
貨
幣
に
な
る
理
論
分
析
②
日
本
戦
時
経
済
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の
役
割
と
性
格
の
転
化
③
戦
争
の
隘
路
と
障
害
の
打
開
の
た
め
の
戦
争
拡
大
④
戦
争
に
よ
る
富
の
集
中
と
帝
国
崩
壊
の
順
で
の
べ
る
。
①
ア
ヘ
ン
の
貨
幣
化
の
経
済
分
析
（
そ
の
一
）
マ
ル
ク
ス
は
「
グ
ル
ン
ド
リ
セ
」
に
示
唆
深
い
内
容
を
の
べ
て
い
る
。
以
下
三
カ
所
を
引
用
す
る
。〔
〕
は
引
用
者
。
（
Ａ
）「
総
じ
て
い
え
ば
彼
の
商
品
に
…
貨
幣
の
形
態
を
あ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
は
、
…
主
観
的
に
表
現
す
れ
ば
、〔
労
働
者
の
特
殊
●
●
な
労
働
時
間
四
九
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
の
間
で
は
な
く
〕
こ
れ
ら
を
一
般
的
●
●
●
な
交
換
可
能
性
が
ま
ず
媒
介
す
る
こ
と
…
〔
そ
の
た
め
に
は
〕、
労
働
時
間
は
自
分
自
身
と
は
異
な
っ
た
対
象
形
態
を
と
る
こ
と
。」〔
た
だ
そ
れ
だ
け
の
意
味
に
限
ら
れ
る
。〕
「
個
人
の
労
働
は
、
彼
が
生
産
物
を
〔
購
入
す
る
〕
貨
幣
で
あ
る
。」「
だ
が
こ
の
貨
幣
は
ま
さ
に
そ
の
一
定
の
生
産
物
を
購
入
す
る
特
殊
な
貨
幣
●
●
●
●
●
で
あ
る
。」「
一
般
的
な
貨
幣
で
あ
る
た
め
に
は
、
特
殊
な
労
働
●
●
●
●
●
で
は
な
く
一
般
的
労
働
●
●
●
●
●
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」〔
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
ヘ
ン
が
貨
幣
と
な
り
う
る
の
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
特
殊
な
環
境
に
、
つ
ま
り
特
殊
な
労
働
の
条
件
に
●
●
●
●
●
●
●
●
●
限
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
な
の
で
あ
る
。〕（
九
一
頁
）
（
Ｂ
）「
貨
幣
は
初
期
に
は
交
換
手
段
●
●
●
●
と
し
て
よ
り
も
尺
度
●
●
と
し
て
現
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
物
々
交
換
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
商
品
自
体
が
な
お
そ
の
交
換
手
段
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
商
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
尺
度
な
い
し
は
自
分
自
身
の
比
較
基
準
〔
価
値
基
準
〕
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
九
三
頁
）「
つ
ま
り
貨
幣
を
占
有
す
る
こ
と
は
、〔
そ
の
〕
本
質
的
側
面
を
発
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
没
個
性
を
占
有
す
る
。」（
一
四
〇
頁
）
（
Ｃ
）
貨
幣
は
価
値
を
増
大
す
る
こ
と
で
自
己
を
交
換
価
値
と
し
て
措
定
す
る
が
、「
貨
幣
は
資
本
と
し
て
そ
の
不
動
性
を
失
っ
て
お
り
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
一
つ
の
有
形
の
も
の
か
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ら
一
つ
の
過
程
●
●
●
●
●
●
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。」（
傍
点
原
文
、
一
八
四
頁
）
以
上
で
説
明
は
終
了
。
つ
ぎ
に
現
実
の
状
況
を
示
す
。
日
本
戦
時
経
済
は
「
金
解
禁
の
再
禁
止
」
つ
ま
り
金
為
替
本
位
制
を
離
脱
し
て
い
る
た
め
、
本
国
、「
満
州
国
」
お
よ
び
軍
政
下
軍
票
は
、
相
互
に
分
離
（
主
権
の
分
割
）
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
価
値
基
準
を
失
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
つ
ね
に
過
程
●
●
を
過
程
●
●
た
ら
し
め
る
こ
と
で
自
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
価
値
は
没
価
値
的
存
在
を
秘
匿
す
る
。（「
グ
ル
ン
ド
リ
セ
」
は
高
木
幸
三
郎
訳
、
大
月
（
一
九
五
八
ー
六
二
））
（
２
）「
満
州
国
」
建
設
の
失
敗
と
財
政
破
綻
「
満
州
（M
anchuria
）
で
は
、
最
も
政
治
的
、
経
済
と
し
て
奇
怪
な
産
物
は
、
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ア
ヘ
ン
で
あ
る
。
…
」
し
か
し
満
州
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
と
麻
薬
問
題
の
歴
史
を
再
検
討
す
れ
ば
、「
満
州
国
」
ア
ヘ
ン
専
売
制
は
、
外
部
の
観
察
者
が
想
像
す
る
よ
り
は
遙
か
に
複
雑
な
環
境
の
な
か
で
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。」（Jennings,1962
）
ま
ず
三
点
紹
介
し
述
べ
て
お
く
。
一
つ
は
、
日
満
間
に
貨
幣
調
整
協
定
が
結
ば
れ
て
お
り
、
日
本
の
金
に
満
州
国
の
銀
が
交
換
（
為
替
取
引
）
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
だ
が
日
本
は
金
と
交
換
し
な
い
紙
幣
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
一
九
四
一
年
、
管
理
通
貨
制
）
ゆ
え
に
、
満
州
国
通
貨
も
同
様
と
な
り
、
そ
れ
自
体
信
用
の
基
礎
を
失
い
、
物
価
動
揺
は
庶
民
生
活
に
深
刻
に
影
響
し
た
。
第
二
に
は
、
満
州
国
は
主
権
国
の
姿
態
は
と
っ
て
い
た
が
、
日
本
人
、
日
本
人
所
有
施
設
・
設
備
は
治
外
法
権
を
享
有
し
て
、
法
制
、
税
制
（
税
関
を
含
む
）
に
従
わ
ず
、
と
く
に
南
満
州
鉄
道
と
付
属
地
、
同
施
設
は
治
外
法
権
で
あ
っ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
と
満
州
、
朝
鮮
五
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
と
満
州
の
境
界
は
、
通
例
で
あ
る
が
、
法
治
外
で
あ
っ
た
。
三
つ
目
は
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
香
月
清
司
（
陸
軍
中
将
）
が
「
支
那
事
変
回
想
摘
記
」（
昭
和
十
五
年
二
月
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
軍
事
行
動
と
行
政
事
務
が
分
離
せ
ず
に
戦
闘
そ
の
も
の
の
な
か
に
行
政
が
含
ま
れ
て
い
た
。（「
続
現
代
史
資
料
」
第
十
二
巻
五
六
一
頁
以
下
）
つ
ま
り
軍
事
独
裁
制
が
崩
壊
し
そ
の
崩
壊
を
打
開
を
戦
闘
に
求
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
原
則
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
国
の
戦
時
経
済
の
苦
境
、
満
州
国
連
設
の
失
敗
、
占
領
地
行
政
の
失
敗
下
に
あ
っ
た
。
以
下
、
ア
ヘ
ン
問
題
を
扱
う
。
①
ア
ヘ
ン
の
通
貨
化
の
状
況
満
州
は
二
〇
世
紀
以
前
、
農
家
栽
培
（
北
東
部
）
は
モ
ロ
コ
シ
（
高
梁
）
と
大
豆
の
順
で
、
そ
の
次
に
ケ
シ
栽
培
で
あ
っ
た
が
そ
れ
は
全
体
に
及
ん
で
い
た
。
収
穫
時
の
略
奪
を
防
ぐ
た
め
「
馬
賊
」『
赤
ひ
げ
』
が
守
っ
て
く
れ
た
。
ア
ヘ
ン
は
ジ
エ
ホ
ル
（Jehol
）
の
ル
ー
ト
か
ら
も
た
ら
せ
た
が
、
イ
ン
ド
・
ア
ヘ
ン
な
ど
輸
入
も
の
よ
り
遙
か
に
安
い
の
で
一
気
に
広
が
っ
た
が
、
現
金
不
足
（
コ
イ
ン
の
不
足
）
の
処
は
、
ア
ヘ
ン
が
交
換
手
段
で
あ
っ
た
と
い
う
。（Jennings,PP,178
-9
,78
）
二
〇
世
紀
以
降
禁
止
措
置
も
あ
っ
た
が
、
熱
河
地
帯
や
、
ロ
シ
ア
と
北
満
の
境
界
な
ど
権
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
は
多
く
あ
り
、
そ
こ
は
存
続
し
た
。
山
田
豪
一
『
満
州
国
の
阿
片
専
売
』（
二
〇
〇
二
年
八
四
四
頁
以
下
）
に
は
、
北
満
と
熱
河
の
農
村
の
ケ
シ
栽
培
事
情
を
紹
介
し
て
い
る
。
満
州
国
に
な
っ
て
ア
ヘ
ン
禁
令
を
解
除
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
収
穫
期
は
出
稼
人
夫
が
大
勢
移
動
し
て
働
き
に
出
、
賃
金
は
現
物
で
貰
っ
た
と
い
う
。
作
物
の
収
支
例
は
普
通
作
物
は
自
家
食
用
と
特
用
作
物
（
ア
ヘ
ン
、
麻
薬
、
タ
バ
コ
等
の
専
売
指
定
の
も
の
）
と
の
比
較
を
す
る
と
、
ア
ヘ
ン
が
格
段
に
利
益
が
あ
り
、「
農
民
の
垂
涎
措
く
能
わ
ざ
る
も
の
」
と
み
え
た
と
い
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
満
州
国
幣
は
用
い
て
い
な
い
こ
と
…
ア
ヘ
ン
は
銀
と
同
じ
」
と
み
て
い
た
。
ま
た
「
戦
争
に
な
れ
ば
紙
幣
は
暴
落
し
紙
き
れ
●
●
●
に
な
る
が
、
阿
片
は
銀
と
同
じ
価
値
手
段
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
価
格
の
上
る
の
が
目
に
み
え
て
い
る
…
戦
闘
に
買
い
占
め
●
●
●
●
で
物
価
は
高
騰
」
と
み
て
い
た
と
い
う
。（
山
田
、
前
掲
書
、
九
〇
二
頁
）
満
州
国
成
立
と
と
も
に
人
口
増
加
が
あ
り
、
ア
ヘ
ン
輸
入
は
近
隣
か
ら
激
増
し
た
。
一
九
二
八
ー
三
八
年
の
十
三
年
間
に
朝
鮮
ア
ヘ
ン
産
出
の
増
加
は
約
四
十
倍
●
●
●
と
い
う
驚
異
的
数
値
（
メ
リ
ル
、
七
八
頁
）
で
他
に
内
蒙
古
、
北
支
が
あ
り
、
と
く
に
前
者
が
産
地
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
産
品
は
満
州
国
境
に
お
い
て
物
々
交
換
、
他
は
満
鉄
付
属
地
、
施
設
か
ら
鉄
道
で
関
東
州
（
自
由
港
）
自
治
領
に
も
ち
こ
み
、
こ
れ
を
薬
用
と
吸
煙
用
に
仕
分
け
、
指
定
卸
商
か
ら
小
売
商
、
行
商
に
卸
し
た
。
関
税
は
逃
れ
た
。（
表
２
を
参
照
）
②
財
政
の
ア
ヘ
ン
依
存
と
打
開
策
満
州
国
の
行
財
機
構
の
整
備
は
、
軍
の
独
断
の
形
で
あ
っ
た
の
で
、
行
き
届
か
な
い
不
満
か
ら
、
経
済
上
は
ア
ヘ
ン
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
た
。
①
財
政
は
中
央
五
一
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
政
府
は
専
売
制
（
間
接
税
）
に
よ
り
、
地
方
の
省
、
県
は
直
接
税
に
よ
っ
た
。
②
本
国
の
貿
易
（
輸
出
）
は
過
半
以
上
が
満
州
仕
向
け
と
な
り
、
投
資
は
殆
ど
全
部
満
州
へ
向
か
っ
た
。
国
際
連
盟
脱
退
の
意
味
は
決
定
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
下
部
Ｏ
Ａ
Ｃ
に
は
加
盟
に
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
前
に
ふ
れ
た
。
そ
れ
は
直
ち
に
全
廃
す
る
べ
き
と
こ
ろ
を
数
年
間
に
漸
減
し
て
達
成
す
る
の
を
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
密
貿
易
、
秘
密
作
付
、
販
売
、
吸
煙
を
自
由
に
認
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
九
三
〇
年
満
州
阿
片
法
は
自
由
化
に
ふ
み
切
っ
た
た
め
、
Ｏ
Ａ
Ｃ
、
と
く
に
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
委
員
と
決
定
的
対
立
を
迎
え
た
。
こ
れ
は
決
定
的
な
意
味
を
ふ
く
ん
で
い
た
。
他
方
、
地
方
財
政
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
依
存
の
状
態
は
、
山
田
氏
（
八
三
四
頁
以
下
）
の
紹
介
に
よ
る
熱
河
省
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
一
部
の
県
も
歳
出
入
の
約
四
五
％
が
経
常
収
入
で
、
う
ち
約
八
〇
％
が
敏
捐
と
い
い
、
別
言
す
れ
ば
禁
煙
特
別
税
（
内
容
は
ケ
シ
栽
培
の
許
可
税
の
意
味
）
が
税
収
の
大
部
分
で
あ
っ
た
。（
八
三
一
頁
表
）
三
江
省
五
県
で
は
一
九
三
六
年
、
そ
れ
の
低
い
も
の
が
二
〇
％
、
高
い
の
が
五
七
％
と
あ
っ
た
。
中
国
の
一
九
三
八
ー
三
九
年
で
は
（B
rook
et.al.,P.339
）、
低
い
の
が
一
一
％
、
高
い
の
が
三
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
満
州
国
の
場
合
の
歳
入
に
占
め
る
間
接
税
中
の
ア
ヘ
ン
税
の
占
め
る
割
合
は
（
一
九
三
二
年
第
一
年
度
）、
歳
入
六
四
〇
〇
万
元
、
歳
出
九
三
〇
〇
万
元
で
、
阿
片
専
売
益
金
一
千
万
元
で
あ
り
、
収
入
不
足
分
は
日
本
か
ら
借
款
を
も
っ
て
半
分
、
中
央
銀
行
発
券
で
半
分
を
充
め
、
二
つ
で
充
足
す
る
と
し
て
い
た
。（
山
田
、
一
五
八
頁
）
と
こ
ろ
が
政
府
紙
幣
は
無
担
保
発
券
で
信
用
が
な
い
た
め
、
ア
ヘ
ン
専
売
益
に
専
ら
依
存
す
る
。
か
く
て
中
央
・
地
方
と
も
財
政
の
ア
ヘ
ン
依
存
は
明
白
で
、
そ
の
う
え
偏
重
に
す
ぎ
た
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
ア
ヘ
ン
需
供
と
価
格
と
の
安
定
と
は
極
め
て
重
要
性
を
帯
び
て
い
た
。
そ
れ
は
輸
入
で
調
節
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
ア
ヘ
ン
の
輸
入
は
ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ン
ド
の
ア
ヘ
ン
で
、
輸
入
す
る
と
横
浜
保
税
倉
庫
に
入
れ
、
一
部
は
関
東
州
自
由
港
に
向
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
満
鉄
で
市
場
に
入
れ
て
ゆ
く
。
他
の
部
分
は
台
湾
か
ら
中
国
の
上
海
、
ア
モ
イ
そ
の
他
市
場
に
出
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
自
己
充
足
」
原
則
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
な
い
の
で
、
経
済
的
政
治
的
に
重
大
化
●
●
●
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
③
ア
ヘ
ン
の
経
済
的
性
質
ー
経
済
分
析
の（
二
）
ー
ア
ヘ
ン
は
特
定
の
条
件
の
下
に
お
か
れ
た
場
合
、
あ
た
か
も
金
の
産
出
の
よ
う
に
、
産
出
さ
れ
る
と
す
ぐ
購
買
手
段
の
役
割
を
果
た
す
。
こ
れ
は
貨
幣
理
論
上
、
等
価
形
態
と
よ
ぶ
。（『
資
本
論
』
①
九
五
頁
）
つ
ま
り
ア
ヘ
ン
は
そ
れ
自
身
貨
幣
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ヘ
ン
増
産
な
い
し
蓄
蔵
は
直
接
に
軍
用
資
金
の
保
有
・
拡
大
を
意
味
す
る
。
ペ
ル
シ
ャ
や
イ
ン
ド
か
ら
の
イ
ラ
ン
輸
入
は
、
薬
用
と
同
時
に
需
供
と
価
格
の
安
定
を
は
か
る
た
め
で
も
あ
る
。
次
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
ア
ヘ
ン
が
実
際
上
多
様
な
使
用
価
値
を
も
ち
品
質
、
収
穫
量
な
ど
に
相
違
（
期
待
と
契
約
か
ら
の
相
違
を
含
め
）
が
あ
る
。（
耕
作
上
は
、
山
田
、
前
掲
書
）
そ
れ
ゆ
五
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
え
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
月
日
を
要
す
る
場
合
は
、
必
ず
先
物
取
引
即
ち
投
機
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
戦
乱
時
の
買
占
め
、
売
り
惜
し
み
の
例
を
み
る
よ
う
に
、
す
で
に
価
格
の
バ
ブ
ル
騰
貴
●
●
●
●
●
●
●
●
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
戦
闘
で
交
通
杜
絶
の
場
合
は
突
然
の
バ
ブ
ル
を
発
生
し
現
物
は
姿
を
消
し
市
場
は
空
閑
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
満
州
、
北
支
那
・
内
蒙
古
や
中
国
市
場
で
も
お
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
後
は
価
格
は
暴
落
し
て
現
物
は
買
占
め
ら
れ
苦
難
に
際
会
す
る
。
ジ
ェ
ニ
ン
グ
氏
は
こ
う
述
べ
る
。「
短
期
的
な
ア
ヘ
ン
収
入
を
は
か
る
益
の
方
が
、
国
家
へ
の
長
期
ま
と
め
て
の
経
費
〔
収
入
〕
よ
り
も
よ
い
。」（
八
九
頁
）
と
。
こ
れ
は
経
済
危
機
の
急
襲
を
さ
け
よ
う
と
し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
配
慮
で
あ
る
が
、
す
で
に
「
ア
ヘ
ン
利
益
に
依
存
す
る
傾
斜
」（addiction
to
opium
profit
）
に
は
ま
り
込
ん
だ
今
、
抜
け
難
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
軍
事
的
経
費
を
充
足
す
る
に
は
支
配
拡
大
に
よ
る
都
市
吸
煙
者
の
獲
得
、
つ
ま
り
軍
事
的
拡
大
の
ほ
か
な
か
っ
た
。
軍
用
費
は
軍
事
拡
大
に
よ
り
、
従
っ
て
軍
事
拡
大
に
よ
り
軍
用
費
の
拡
大
と
連
結
し
た
。
（
３
）
支
那
事
変
以
後
か
ら
日
本
敗
北
に
至
る
経
済
的
理
由
ー
ア
ヘ
ン
の
経
済
分
析
ー
そ
の
三
ー
①
課
題
の
説
明
支
那
事
変
（
一
九
三
七
年
）、
太
平
洋
戦
争
（
一
九
四
一
年
）
と
続
く
な
か
で
、
中
国
の
国
共
合
作
と
軍
事
的
反
攻
、
そ
れ
と
協
力
し
た
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
軍
を
主
と
し
た
連
合
国
軍
の
圧
倒
的
武
力
が
現
出
し
た
。
日
本
国
民
が
食
事
さ
え
十
分
で
き
ず
に
物
々
交
換
し
て
い
る
と
き
、
軍
は
戦
争
拡
大
の
ほ
か
に
前
途
の
方
策
は
な
か
っ
た
。
さ
て
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
の
は
、「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
」（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）
で
行
わ
れ
た
ア
ヘ
ン
問
題
が
未
解
決
、
未
決
定
に
な
っ
た
そ
の
内
容
を
紹
介
し
そ
れ
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
の
課
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
決
定
（
つ
ま
り
未
決
定
）
は
国
際
連
盟
の
「
ア
ヘ
ン
諮
問
題
委
員
会
」（
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
の
調
査
の
内
部
論
議
を
土
台
と
し
て
い
た
。
以
下
シ
ェ
ニ
ン
グ
ス
氏
に
よ
っ
て
問
題
を
説
明
す
る
が
、
は
じ
め
の
一
句
は
大
切
で
あ
る
。「
一
見
す
る
と
、
ア
ヘ
ン
と
麻
薬
と
は
わ
が
国
が
長
い
こ
と
巧
み
に
麻
薬
の
国
内
へ
の
普
及
を
押
さ
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
史
に
関
係
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
台
湾
領
有
か
ら
敗
戦
ま
で
の
間
、
ア
ヘ
ン
と
麻
薬
貿
易
は
、
見
付
け
易
く
は
な
い
け
れ
ど
も
吸
煙
の
よ
う
に
●
●
●
●
●
●
、
日
本
史
に
そ
れ
な
り
の
浸
透
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
一
〇
七
頁
）
さ
て
中
国
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
の
〔
日
本
軍
〕
占
領
地
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
ア
ジ
ア
の
ア
ヘ
ン
の
需
要
供
給
を
行
政
的
に
調
節
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
占
領
地
行
政
の
統
制
に
無
能
で
失
敗
し
た
た
め
、
日
本
の
供
給
、
配
布
制
度
か
ら
密
貿
易
体
制
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
政
的
調
整
を
無
視
し
た
取
引
を
押
さ
え
る
よ
う
、
つ
ね
に
迫
ら
れ
た
。
ア
ヘ
ン
産
地
（Jehol
）
の
ケ
シ
収
穫
の
集
荷
状
況
や
、
北
支
那
の
認
可
配
給
の
ア
ヘ
ン
販
売
状
況
を
み
る
と
、
日
本
は
こ
れ
ら
を
統
制
下
に
捕
捉
す
る
の
に
多
大
の
努
力
を
払
っ
た
。〔
し
か
し
〕
不
正
五
三
日
本
ア
ヘ
ン
帝
国
主
義
の
展
開
と
戦
争
継
続
の
必
然
性
　
―
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
比
較
研
究
―
―
―
森
取
引
を
〔
と
り
や
め
て
〕
行
政
的
あ
つ
か
い
の
中
に
〔
厚
意
を
与
え
ら
れ
〕
包
摂
し
よ
う
と
し
て
も
失
敗
し
た
。
北
支
那
で
も
ア
ヘ
ン
商
人
グ
ル
ー
プ
は
、
行
政
的
扱
い
に
積
極
的
に
は
と
り
組
ま
な
か
っ
た
。
他
方
、
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
の
や
り
方
は
崩
壊
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
専
売
制
を
吸
収
、
模
做
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
以
上
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
の
長
期
間
に
わ
た
る
ア
ヘ
ン
取
引
に
関
す
る
植
民
地
と
の
関
係
を
、
日
本
の
植
民
地
支
配
の
た
め
に
ア
ジ
ア
（
中
国
、
朝
鮮
）
人
を
圧
服
し
弱
め
る
策
謀
に
由
来
す
る
失
敗
と
説
明
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
？
　
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
で
は
、
一
つ
の
解
は
、
日
本
帝
国
主
義
が
ア
ジ
ア
を
従
属
さ
せ
る
た
め
の
系
統
的
な
長
期
の
努
力
の
結
果
で
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
の
も
う
一
つ
の
解
は
、
日
本
帝
国
主
義
は
本
来
複
雑
で
矛
盾
し
た
や
り
方
を
織
り
交
ぜ
た
〔
不
合
理
な
〕
支
配
の
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
遠
慮
に
、
不
正
な
ア
ヘ
ン
取
引
の
片
棒
を
担
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。（
一
〇
九
ー
一
一
一
頁
）
こ
の
二
つ
の
解
答
を
一
つ
に
ま
と
め
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
極
東
裁
判
は
未
決
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
問
い
に
、
私
は
次
の
よ
う
う
に
解
を
求
め
た
い
。
②
公
的
統
制
と
ア
ヘ
ン
・
バ
ブ
ル
経
済
の
対
立
戦
時
経
済
は
戦
費
捻
出
の
た
め
日
用
品
・
と
き
に
食
事
切
り
つ
め
の
行
政
統
制
と
統
制
逃のが
れ
（
闇
売
買
）
と
の
矛
盾
を
さ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
理
論
を
満
州
事
変
と
東
南
ア
ジ
ア
侵
略
戦
争
に
移
し
て
図
式
化
し
て
み
よ
う
。
本
国
、
満
州
国
お
よ
び
戦
地
（
参
謀
本
部
）
は
そ
れ
ぞ
れ
に
担
保
な
き
紙
幣
（
全
く
信
用
を
失
っ
た
貨
幣
）
を
発
行
し
て
い
た
が
、
食
事
と
日
用
品
の
欠
乏
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
共
通
に
み
ら
れ
、
内
地
の
議
会
（
と
く
に
陸
軍
省
）
と
参
謀
つ
ま
り
軍
事
担
当
者
と
は
対
立
し
た
関
係
に
あ
っ
た
。
（
１
）
第
一
に
満
州
国
の
財
政
は
原
則
上
は
「
自
己
充
足
」
が
目
標
と
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
連
合
自
治
政
府
や
北
支
那
自
治
政
府
な
ど
も
、
同
じ
目
標
を
た
て
、
才
入
不
足
の
差
額
を
減
ら
す
努
力
目
標
は
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
支
那
事
変
（
一
九
三
七
）
の
年
の
秋
は
、
ア
ヘ
ン
の
収
穫
が
気
候
の
た
め
減
収
し
た
。
し
か
し
農
民
は
行
政
に
差
し
出
す
の
を
し
ぶ
り
、
こ
れ
を
秘
匿
し
た
。
こ
れ
を
収
荷
商
人
に
闇
で
「
地
下
取
引
」
で
売
っ
た
が
、
当
然
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
将
来
の
値
上
り
を
み
て
の
バ
ブ
ル
価
格
で
あ
っ
た
。
商
人
は
シ
ン
ジ
ゲ
ー
ト
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
ボ
ス
は
薬
品
と
常
用
な
ど
各
種
利
用
の
ア
ヘ
ン
を
扱
う
公
認
の
大
商
人
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
と
き
紙
幣
（fabi
と
よ
ぶ
）
の
大
幅
な
減
価
な
い
し
無
価
値
と
な
る
が
、
現
物
の
姿
は
か
く
れ
て
天
上
知
ら
ず
の
値
上
り
と
な
り
、
と
き
を
へ
て
暴
落
し
つ
つ
現
物
は
大
商
人
ボ
ス
に
買
い
占
め
ら
れ
て
恐
慌
的
取
引
停
止
を
み
た
。
そ
れ
を
も
っ
て
軍
は
強
制
的
に
中
国
民
や
東
南
ア
ジ
ア
民
衆
へ
売
却
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
宗
主
国
・
欧
米
と
対
立
し
戦
争
は
世
界
的
規
模
の
一
翼
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
２
）
こ
の
間
、
日
本
は
興
亜
院
を
設
け
た
が
、
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
ア
メ
リ
カ
代
表
は
大
規
模
な
ア
ヘ
ン
密
貿
易
に
日
本
が
ふ
み
切
っ
た
の
を
み
て
、
天
羽
大
使
の
欺
瞞
を
悟
り
、
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
は
決
意
を
固
め
た
（
在
米
日
本
人
資
産
の
凍
結
と
取
引
五
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
六
巻
第
一
号
停
止
）。
日
本
は
一
九
八
三
年
Ｏ
Ａ
Ｃ
を
脱
退
し
た
。
こ
う
し
て
国
際
連
盟
と
全
面
的
に
対
立
、
か
く
て
侵
略
継
続
の
途
、
つ
ま
り
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
Ｕ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
（
４
）
む
す
び
に
か
え
て
ー
東
南
ア
ジ
ア
の
戦
績
日
本
軍
の
中
国
侵
略
に
お
い
て
、
南
京
大
虐
殺
は
じ
め
都
市
攻
略
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
攻
略
に
お
い
て
は
、
驚
く
べ
き
非
人
道
的
作
戦
を
展
開
し
た
が
、
欧
米
国
軍
隊
が
そ
れ
を
阻
止
す
べ
く
ふ
み
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
メ
リ
ル
氏
も
ジ
ェ
ニ
ン
グ
氏
も
と
も
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
ヘ
ン
玉
を
つ
く
り
与
え
て
、
民
族
絶
滅
●
●
●
●
を
は
か
る
狂
乱
し
た
作
戦
に
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
な
る
が
、
シ
ー
ガ
レ
ー
ヴ
、
Ｓ
・
Ｐ
共
著
の
『
黄
金
の
戦
士
』（
二
〇
〇
三
）
に
、「
山
下
の
黄
金
」
で
名
高
い
由
で
あ
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
十
二
の
王
室
の
財
宝
を
略
奪
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
山
中
に
埋
没
し
た
と
い
う
。
山
下
将
軍
の
銃
殺
に
よ
り
知
る
者
も
な
く
過
ぎ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
発
見
し
た
と
い
う
。
本
稿
は
以
上
で
終
わ
る
が
、
私
が
感
想
を
一
つ
付
記
し
た
い
。
そ
れ
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
こ
と
を
気
楽
に
考
え
て
い
る
日
本
人
が
多
い
が
、
人
類
の
平
和
、
民
主
主
義
そ
し
て
社
会
正
義
へ
の
反
逆
的
犯
行
だ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
を
も
っ
と
強
い
謝
罪
の
意
識
を
も
っ
て
見
る
必
要
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
思
い
だ
っ
た
。
日
本
人
は
恒
久
的
な
人
類
へ
の
罪
を
背
負
っ
て
い
る
。
（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
十
六
日
稿
了
）
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Evolution of Japanese opium
－empire and its succesive invasions to China, Korea
and the Southeastern Asias.
Yoshizo MORI
1. Conventional opium eradication policy of Japan has so far maintained until the
Taiwan’s cessension in 1895. I try in this article to investigate the changing development
from the status quo to the opium-emperialism,which no body could imagine previ-
ously,chiefly due to the catch-up disadvantages theory,damaging the backward econ-
omy like the Japan’s capitalism. Explaining the trajectory as fallows:
2.（1）Strict opium eradications to the concession policy in Taiwan for opium eraddic-
tors, changed implicitly to revenue target.
（2）Taiwan office’s current-account deficits and incerasing capital-account debts
enforced the office to make the enclave in China, inter alia, during the World WarⅡ.
（3）Japanese militalism invaded into Manchuria and constructed the puppet state.
However,building a govement finance, which was difficults in recovery, resulted in
failures because of the state’s paper-mony’s falling credit extremely. On the contrary,
instead,opiums were used as money tself. At the moment, opium certainly exceld
state’s money in credit-loss.
（4）Opium supplied military funds for fighting invasians,which,in turn,enforced
them on opium gathering and smuggling for dominant expansions, endless succes-
sively for war and by war, alternatively
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